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弘
前
大
学
が
「
地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進

事
業
（J-PEA

K
S

）」
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

我
々
に
と
っ
て
飛
躍
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
と
も
に
大
き
な
試

練
と
も
い
え
ま
す
。
申
請
書
で

掲
げ
た
方
策
や
高
い
目
標
を
、

実
践
し
確
実
に
達
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
学
内
で
は
全
学

的
な
研
究
力
向
上
戦
略
実
行
会

議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
採
択
直
後
の

二
月
に
は
、
採
択
大
学
と
文
部

科
学
省
と
の
政
策
懇
談
会
が
あ

り
、
三
月
に
は
令
和
六
年
度
採

択
大
学
に
対
す
る
事
業
評
価
の

考
え
方
に
係
る
説
明
会
、
四
月

に
は
伴
走
支
援
総
合
調
整
会
議

が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

J-PEA
K

S

で
は
単
に
戦
略
的

実
行
経
費
や
研
究
設
備
等
整
備

経
費
と
い
っ
た
大
き
な
交
付
金

が
付
与
さ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
学
の
学
長
や
理
事

経
験
者
、
研
究
者
、
産
業
界
、

行
政
機
関
等
で
高
い
実
績
を
上

げ
て
き
た
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー

か
ら
構
成
さ
れ
る
伴
走
チ
ー
ム

が
存
在
し
、
そ
の
中
か
ら
各
大

学
に
専
属
サ
ポ
ー
タ
ー
が
割
り

当
て
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
大
学
へ
の
助

言
・
提
案
、
さ
ら
に
は
評
価
を

踏
ま
え
た
改
善
支
援
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
（
図
参
照
）。
本
学

も
八
月
ま
で
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
の
個
別
打
合
せ
が
す
で
に
四

回
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
総
合
会
議

 
図 . 日本学術振興会 .（ 2025）「 J-PEAKS 伴走支援の運営体制イメージ」（抜粋） . 
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-chukaku/events/R6kickoff-3_bansou.pdf （2025 年 8 月 7 日

access） 

で
は
、
前
年
度
採
択
大
学
の
こ

れ
ま
で
の
（
と
い
っ
て
も
採
択

後
ま
だ
一
年
で
す
が
）
成
果
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
他
大
学
の

先
進
的
な
取
り
組
み
、
ま
た
伴

走
チ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の

高
い
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
数
々
は
、
我
々
に
と
っ
て
は

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
は
あ

り
ま
す
が
、
刺
激
に
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。
人
は
交
わ
る
友
や

環
境
に
よ
っ
て
良
く
も
悪
く
も

影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

で
、「
朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な

る
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。

J-PEA
K

S

の
一
員
と
し
て
、

優
れ
た
環
境
や
志
を
共
に
す
る

他
大
学
と
共
に
歩
む
こ
と
で
、

弘
前
大
学
は
さ
ら
に
大
き
く
成

長
し
、
よ
り
良
い
方
向
へ
と
変

化
し
て
い
く
も
の
と
前
向
き
に

捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

医
学
研
究
科
で
は
、
健
康
未

来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
田
中
直 

特
任
講
師
が
中
心

と
な
り
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

健
診
デ
ー
タ
利
活
用

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
八
月
に
は

第
三
回
目
を
数
え
、
有
意
義
で

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
Ｗ
Ｇ

か
ら
も
分
野
横
断
的
な
素
晴
ら

し
い
研
究
が
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一

つ
危
惧
す
る
こ
と
は
、
学
術
活

動
が
芳
し
く
な
い
講
座
に
限
り
、

参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
朱
」
に

交
わ
ら
な
け
れ
ば
赤
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。J-PEA

K
S

で
は
各
個
人
の
研
究
力
で
は
な

く
、
大
学
全
体
の
研
究
力
向
上

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
是

非
、
本
Ｗ
Ｇ
に
も
参
加
し
て
各

講
座
の
研
究
を
発
展
さ
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

図 . �日本学術振興会．（2025）「J-PEAKS 伴走支援の運営体制イメージ」（抜粋）．https://www.jsps.
go.jp/file/storage/j-chukaku/events/R6kickoff-3_bansou.pdf（2025 年 8 月 7 日 access）

朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

�

：
弘
前
大
学
の
新
た
な
挑
戦
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医 学 部 長 寄 稿

医
学
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之
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令
和
七
年
（
二
〇
二
五
年
）

四
月
一
日
付
で
医
学
研
究
科
に

共
創
研
究
所
「
明
治
安
田
×
弘

前
大
学
Ｑ
Ｏ
Ｌ
共
創
研
究
所
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
弘
前
大

学
と
し
て
は
初
の
共
創
研
究
所

の
設
置
と
な
り
、
同
年
六
月
五

日
に
医
学
研
究
科
に
お
い
て
開

所
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
本

共
創
研
究
所
は
弘
前
大
学
と
明

治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

（
東
京
都
千
代
田
区
）
並
び
に

株
式
会
社
明
治
安
田
総
合
研
究

所
（
東
京
都
千
代
田
区
）（
以

下
、
両
者
合
わ
せ
て
「
明
治
安

田
」）
と
の
共
同
で
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
開
所
式
に
は
、
明

治
安
田
か
ら
は
同
総
合
研
究
所

フ
ェ
ロ
ー
・
加
藤
大
策
氏
、
同

執
行
役
員
・
石
田
純
一
氏
、
同

総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
社

長
・
森
本
律
子
氏
、
同
企
画
部

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
企
画
室
長
・

福
井
淳
二
氏
、
同
取
締
役
執
行

役
員
開
発
支
援
部
長
・
岩
根
孝

典
氏
、
明
治
安
田
シ
ス
テ
ム
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
取
締

執
行
役
員
Ｄ
Ｘ
推
進
部
長
・
宇

川
嘉
之
氏
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
研
究
所
の
設
置
期
間

は
令
和
十
年
（
二
〇
二
八
年
）

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
開
所
時
の
構
成
員

は
、
弘
前
大
学
か
ら
は
玉
田
嘉

紀
教
授
、
村
下
公
一
教
授
、
伊

東
健
教
授
、
三
上
達
也
教
授
、

中
路
重
之
特
別
顧
問
、
沢
田
か

ほ
り
助
教
の
六
名
、
明
治
安
田

か
ら
は
加
藤
大
策
氏
、
石
田
純

一
氏
、
福
井
淳
二
氏
、
森
本
律

子
氏
、
瀬
領
大
輔
氏
の
五
名

で
、
全
部
で
十
一
名
の
体
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality O
f Life

）

は
、
日
本
語
で
は
生
活
の
質
と

訳
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
々
が
健

康
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
こ

と
を
指
し
、
こ
の
向
上
が
弘
前

大
学CO

I-N
EX

T

の
掲
げ
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
も

直
結
す
る
概
念
で
す
。
弘
前
大

学
と
明
治
安
田
は
既
に
平
成
三

十
年
（
二
〇
一
八
年
）
に
共
同

研
究
講
座
「
未
病
科
学
研
究
講

座
」
を
開
設
し
、
弘
前
大
学
が

開
発
し
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
を
全
国

で
実
施
し
た
り
、
京
都
大
学
を

共創研究所

「
明
治
安
田
×
弘
前
大
学
Ｑ
Ｏ
Ｌ

�

共
創
研
究
所
」
の
設
置
に
あ
た
っ
て

明
治
安
田
×
弘
前
大
学

明
治
安
田
×
弘
前
大
学  

Ｑ
Ｏ
Ｌ
共
創
研
究
所　

教
授　

Ｑ
Ｏ
Ｌ
共
創
研
究
所　

教
授　

玉　

田　

嘉　

紀

玉　

田　

嘉　

紀

交
え
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
未
病

予
測
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す

る
な
ど
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
精
力
的
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
本
研
究
所
で

は
そ
の
実
績
と
研
究
基
盤
を
土

台
と
し
、
よ
り
一
層
強
固
に
連

携
し
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
明
治
安
田
は
経
営
理
念
と

し
て
「
確
か
な
安
心
を
、
い
つ

ま
で
も
」
と
言
う
標
語
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
の
実
現
に
対
し
て

も
本
共
創
研
究
所
が
貢
献
で
き

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
研
究
所
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
多
角

的
に
捉
え
、
楽
し
み
な
が
ら
自

身
の
健
康
と
向
き
合
う
き
っ
か

け
づ
く
り
や
日
々
の
気
づ
き
を

未
来
に
繋
げ
る
よ
う
な
新
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
、
暮
ら

し
に
よ
り
そ
う
研
究
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。
弘
前
大
学
の
健

康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
研
究
成
果
の
利
活
用
に

よ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
の
向
上
を
目

指
し
、
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

成
果
の
社
会
実
装
、
そ
し
て
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
こ
の
研
究
所
の

研
究
を
通
し
て
目
指
す
こ
と
が

こ
の
共
創
研
究
所
の
使
命
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

医
学
研
究
科
の
皆
様
方
の
ご

支
援
・
ご
協
力
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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西
村
栄
作
氏
、
志
賀
遼
太
朗

氏
、
瀬
戸
陽
介
氏
、
川
上
晋
平

氏
、
月
足
元
希
氏
、
木
村
遥
香

氏
が
参
加
し
ま
す
。
本
共
同
研

究
講
座
で
は
、
弘
前
大
学
及
び

弘
前
市
が
二
〇
〇
五
年
以
降
実

施
し
て
き
た
「
岩
木
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
健
康
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
解
析
を
通
じ
て
、
食

生
活
、
運
動
、
社
会
的
生
活
に

関
係
す
る
各
種
指
標
を
評
価

し
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
関
わ
る
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
青
森
県
民
を
は
じ
め
と

し
た
人
々
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
向
上

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。
血
液
に
お
け
る
遺
伝
子

発
現
解
析
や
そ
の
他
の
「
岩
木

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等

で
得
ら
れ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

利
用
し
、
食
や
運
動
が
健
康
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
相
関

関
係
、
因
果
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
利
用
方
法
を
産
官
学

共
同
で
議
論
す
る
と
と
も
に
、

疾
病
予
測
モ
デ
ル
の
技
術
を
研

究
・
開
発
し
、
普
及
を
図
る
こ

と
で
人
々
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
十
月
か
ら
は
志
賀

氏
と
瀬
戸
氏
が
本
学
医
学
研
究

科
の
大
学
院
生
と
し
て
一
緒
に

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

温
か
い
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
二
〇
二
五
年
三
月

二
十
一
日
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開

催
さ
れ
た
第
二
十
一
回
韓
日

H
.pylori

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
てY

oung 
Investigator A

w
ard

（
Ｙ
Ｉ

Ａ
）
を
受
賞
し
ま
し
た
こ
と
を

御
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
回
、

「E
valuation of diagnostic 

accuracy of fecal antigen 
m

easurem
ent by biolum

i -

nescent enzym
e im

m
unoas-

say

（
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
）」
と
い
う

演
題
で
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
胃
が
ん
の
発
症
に
関

与
す
る
因
子
と
し
てH

.pylori

は
最
も
関
連
が
あ
り
、H

.
pylori

除
菌
に
よ
る
予
防
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。H

.pylori

の
感
染
診
断
を
正
確
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
便
中
抗
原

測
定
法
は
他
の
非
侵
襲
的
な
検

査
と
比
較
し
て
診
断
精
度
が
高

く
、
世
界
中
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
便
中
抗
原
測
定
法
は
二
〇

二
〇
年
に
従
来
の
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で

は
な
く
、
生
物
発
光
酵
素
免
疫

測
定
法
（
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
に
よ

る
検
査
法
が
保
険
適
応
と
な
り

ま
し
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
の
特
徴

は
ホ
タ
ル
の
光
を
触
媒
す
る
酵

共同研究講座共同研究講座

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座

（
お
い
し
く
た
の
し
く
す
こ
や
か
に
研
究
）」（
森
永
製
菓
㈱
）

の
設
置
に
あ
た
っ
て

ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座　

教
授　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座　

教
授　

伊　

東　
　
　

健

伊　

東　
　
　

健

　

令
和
七
年
五
月
一
日
に
森
永

製
菓
株
式
会
社
（
以
下
、
森
永

製
菓
）
と
の
共
同
研
究
講
座

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ド
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座
（
お
い
し
く

た
の
し
く
す
こ
や
か
に
研

究
）」
を
設
置
し
、
開
設
式
が

令
和
七
年
七
月
十
四
日
に
弘
前

大
学
医
学
研
究
科
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
設
式
に
は
、

森
永
製
菓
か
ら
、
執
行
役
員
・

研
究
所
長 

渡
部
宏
之
氏
、
研

究
所
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
長 

家
本
直
季
氏
、
同
セ
ン
タ
ー
か

ら
西
村
栄
作
氏
、
志
賀
遼
太
朗

氏
、
瀬
戸
陽
介
氏
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
弘
前
大
学
か
ら
は
福

田
眞
作
学
長
、
石
橋
恭
之
医
学

研
究
科
長
、
村
下
公
一
副
学

長
、
三
上
達
也
教
授
、
玉
田
嘉

紀
教
授
と
私
が
参
加
し
ま
し

た
。
森
永
製
菓
は
、「
世
代
を

超
え
て
愛
さ
れ
る
す
こ
や
か
な

食
を
創
造
し
続
け
、
世
界
の

人
々
の
笑
顔
を
未
来
に
つ
な
ぎ

ま
す
」
を
パ
ー
パ
ス
と
し
て
掲

げ
、
食
や
運
動
が
心
と
体
の
健

康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の

一
種
で
あ
る
ピ
セ
ア
タ
ン
ノ
ー

ル
を
含
む
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
種
子
抽
出
物
が
、
ヒ
ト
に
お

い
て
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子 

（
長
寿
遺
伝
子
）
の
発
現
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め

て
確
認
す
る
な
ど
、
人
々
の

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
向
上
に
貢
献
す

る
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ド
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座
に
は
、
村
下

副
学
長
、
玉
田
教
授
、
三
上
教

授
、
多
田
羅
洋
太
助
教
と
私
が

参
加
し
、
森
永
製
菓
か
ら
は
研

究
所
健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

長 

家
本
直
季
氏
を
は
じ
め
健

康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

内
田
裕
子
氏
、
織
谷
幸
太
氏
、

Young Investigator Award

を
受
賞
し
て

消
化
器
内
科
、
血
液
内
科
、
免
疫
内
科
　
野
　
宮
　
洋
　
樹

【
受
賞
報
告
】
第
21
回
韓
日H

.pylori

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　

令
和
七
年
四
月
一
日
に
丸
善

製
薬
株
式
会
社
（
以
下
、
丸
善

製
薬
）と
の
共
同
研
究
講
座「
先

端
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
健
康
学

講
座
」
を
設
置
し
、
開
設
式
が

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日
に
弘

前
大
学
医
学
研
究
科
に
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
開
設
式
に

は
、
丸
善
製
薬
か
ら
、
日
暮
泰

広
代
表
取
締
役
社
長
、
桒
原
浩

誠
執
行
役
員
・
研
究
開
発
本
部

長
、
研
究
開
発
本
部
か
ら
吉
野

進
氏
、
塩
飽
力
也
氏
、
栢
木
宏

之
氏
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
弘

前
大
学
か
ら
は
福
田
眞
作
学

長
、
石
橋
恭
之
医
学
研
究
科

長
、
村
下
公
一
副
学
長
、
三
上

達
也
教
授
、
玉
田
嘉
紀
教
授
と

私
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
長
か

ら
は
丸
善
製
薬
が
共
同
研
究
を

し
て
い
る
秋
田
県
今
野
商
店
の

今
野
宏
社
長
が
、
学
長
の
高
校

の
同
期
で
あ
る
と
の
ご
紹
介
も

あ
り
、
一
層
の
ご
縁
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
先
端
フ
ァ
イ
ト
ケ

ミ
カ
ル
健
康
学
講
座
に
は
、
村

下
副
学
長
、
玉
田
教
授
、
三
上

教
授
、
多
田
羅
洋
太
助
教
と
私

が
参
加
し
、
丸
善
製
薬
か
ら
は

桒
原
浩
誠
研
究
開
発
本
部
長
、

基
盤
技
術
研
究
部
の
木
曽
昭
典

部
長
、
新
穂
大
介
氏
、
西
谷
洋

輔
氏
、
吉
野
進
氏
、
塩
飽
力
也

氏
、
栢
木
宏
之
氏
が
参
加
し
ま

す
。

　

丸
善
製
薬
は
こ
れ
ま
で
自
然

の
恵
み
を
つ
な
ぎ
、
人
々
が
美

し
く
健
康
で
い
ら
れ
る
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
パ
ー
パ
ス
と

し
て
、
植
物
の
二
次
代
謝
物
を

健
康
増
進
の
た
め
の
機
能
性
成

分
と
し
て
広
く
社
会
実
装
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
と
し

て
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
あ
り
、

多
く
の
疫
学
研
究
な
ど
か
ら
健

康
増
進
に
対
す
る
有
効
性
が
支

持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
吸
収
率

共同研究講座共同研究講座

「
先
端
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
健
康
学
講
座
」

開
設
に
あ
た
っ
て

先
端
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
健
康
学
講
座　

教
授　

先
端
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
健
康
学
講
座　

教
授　

伊　

東　
　
　

健

伊　

東　
　
　

健

が
低
く
、
作
用
機
序
に
は
未
解

明
な
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
試
験
管
内
や
動
物
モ
デ

ル
で
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
抗

酸
化
作
用
に
よ
り
細
胞
死
を
防

ぐ
と
い
っ
た
多
く
の
報
告
が
あ

り
ま
す
が
、
通
常
ヒ
ト
血
中
で

は
試
験
管
内
で
効
果
を
発
揮
し

た
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
濃
度
に
達

す
る
こ
と
は
な
く
親
化
合
物
の

抗
酸
化
作
用
が
ヒ
ト
生
体
内
で

発
揮
さ
れ
て
い
る
証
拠
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
ヒ

ト
で
植
物
由
来
成
分
が
ど
の
よ

う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
考
え

る
と
、
生
体
利
用
率
の
低
い
植

物
の
二
次
代
謝
物
が
腸
内
細
菌

に
代
謝
さ
れ
た
後
に
機
能
し
て

い
る
可
能
性
が
有
り
ま
す
。
例

え
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
や
リ
ン
ゴ
に

含
ま
れ
る
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
、
柑

橘
類
に
含
ま
れ
る
ヘ
ス
ペ
リ
ジ

ン
、
米
ぬ
か
に
含
ま
れ
る
γ-

オ
リ
ザ
ノ
ー
ル
、
ウ
コ
ン
に
含

ま
れ
る
ク
ル
ク
ミ
ン
な
ど
一
部

の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
腸
内

細
菌
に
よ
っ
て
代
謝
さ
れ
る

と
共
通
し
て3-

（4-hydroxy-3-
m

ethoxyphenyl

）propionic 
acid

（H
M

PA

）
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
丸
善
製
薬
で
は

H
M

PA

に
つ
い
て
抗
肥
満
作

用
、
血
糖
値
上
昇
抑
制
作
用
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ-

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低

減
作
用
な
ど
の
健
康
効
果
を
見

出
し
て
き
ま
し
た
。
本
共
同
研

究
講
座
で
は
植
物
由
来
成
分
の

機
能
性
発
揮
を
多
角
的
に
捉

え
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
を
通
じ
て
植
物
由
来
成

分
お
よ
び
そ
の
代
謝
物
を
対
象

に
そ
れ
ら
の
濃
度
や
変
動
す
る

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
、生
活
習
慣
、

食
習
慣
、
健
康
指
標
と
の
関
り

を
明
ら
か
に
し
、
人
々
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
皆
様
の
温

か
い
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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素
で
あ
る
ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
を

用
い
た
検
査
で
従
来
法
よ
り
高

い
精
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
に
つ

い
て
は
新
し
い
キ
ッ
ト
で
あ
る

た
め
報
告
は
少
な
く
、
今
回
、

感
度
と
特
異
度
を
報
告
し
ま
し

た
。
二
〇
二
一
年
の
岩
木
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
五
百
三

十
六
例
を
対
象
と
し
、
血
清
抗

H
.pylori IgG

抗
体
検
査
や
血

清
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
濃
度
に
よ

り
感
染
診
断
を
行
い
、
Ｂ
Ｌ
Ｅ

Ｉ
Ａ
の
結
果
と
比
較
し
ま
し

た
。
結
果
、
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
の
感

度
は
九
二
・
九
％
、
特
異
度
は

九
九
・
八
％
で
あ
り
、
非
常
に

高
い
精
度
で
し
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｉ

Ａ
は
短
時
間
で
多
く
の
検
体
を

測
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
今

後
は
日
常
診
療
の
他
、
大
規
模

な
検
診
で
の
感
染
者
の
抽
出
に

も
有
用
で
あ
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

韓
国
で
は
便
中
抗
原

測
定
法
に
お
い
て
便

の
採
取
が
一
つ
の

ハ
ー
ド
ル
に
な
る
と

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
日
本

で
は
便
検
体
の
採
取

に
抵
抗
感
を
も
つ
方

は
多
く
な
い
よ
う
に

思
え
、
国
に
よ
る
検

査
の
感
じ
方
の
違
い

に
驚
き
ま
し
た
。
最

後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
受

賞
に
際
し
御
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
光
学
医
療
診
療
部
珍
田
大

輔
准
教
授
を
は
じ
め
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
助
け
て
い
た
だ

い
た
青
森
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

下
山
正
克
先
生
及
び
、
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
消
化
器
血
液

免
疫
内
科
学
講
座
櫻
庭
裕
丈
教

授
や
そ
の
他
多
く
の
先
生
方
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
こ
の
よ
う
な

国
際
学
会
に
参
加
と
な
り
、
と

て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

優
秀
ポ
ス
タ
ー
演
題
賞
を
受
賞
し
て

泌
尿
器
科
学
講
座
　
講
師
　
岡
　
本
　
哲
　
平

【
受
賞
報
告
】
第
58
回
臨
床
腎
移
植
学
会

　

こ
の
た
び
、
第
五
十
八
回
臨

床
腎
移
植
学
会
に
お
い
て
、「
移

植
前
の
血
中
Ｆ
Ｋ
濃
度
日
内
変

動
と
Ｂ
Ｋ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発

症
の
検
討
」と
題
し
た
演
題
で
、

優
秀
ポ
ス
タ
ー
演
題
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
本
研
究
は
、

二
〇
二
五
年
三
月
にClinical 

and Experim
ental N

ephrol -
ogy

に
掲
載
さ
れ
た
原
著
論
文

を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

日
頃
か
ら
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て

い
る
先
生
方
、
研
究
室
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
臨
床
現
場
で
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
こ
の
よ

う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
腎
移
植
後
の

重
大
な
合
併
症
の
一
つ
で
あ
る

Ｂ
Ｋ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ
Ｋ
Ｖ
）
感

染
に
着
目
し
ま
し
た
。
Ｂ
Ｋ
Ｖ

は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
小
児
期
に

感
染
し
、
腎
臓
や
尿
路
に
潜
伏

感
染
の
形
で
存
在
し
ま
す
。
健

常
人
で
は
問
題
と
な
り
ま
せ
ん

が
、
腎
移
植
後
の
免
疫
抑
制
療

法
に
よ
っ
て
再
活
性
化
し
、
時

に
Ｂ
Ｋ
Ｖ
関
連
腎
症
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
こ
の
腎
症
は
診

断
・
治
療
が
難
し
く
、
進
行
す

る
と
移
植
腎
の
機
能
喪
失
に
至

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早
期
発

見
と
予
防
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｂ

Ｋ
Ｖ
感
染
に
対
す
る
確
立
さ
れ

た
予
防
法
や
治
療
法
は
存
在
せ

ず
、
感
染
リ
ス
ク
を
事
前
に
評

価
す
る
指
標
の
確
立
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
、
術
前
に
投
与
す

る
免
疫
抑
制
薬
・
タ
ク
ロ
リ
ム

ス
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
血
中
濃
度
の

変
動
が
、
術
後
の
Ｂ
Ｋ
Ｖ
感
染

に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い

か
と
仮
説
を
立
て
、
当
院
で
腎

移
植
を
受
け
た
百
三
十
五
名
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
後
方
視
的
な

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
術
前
一

日
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
血
中
濃
度
の
時
間

的
推
移
と
Ｂ
Ｋ
Ｖ
感
染
の
発
症

リ
ス
ク
と
の
関
連
性
を
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
術
前
十

二
時
間
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
濃
度

の
低
下
幅
が
大
き
い
場
合
、
Ｂ

Ｋ
Ｖ
感
染
の
リ
ス
ク
が
有
意
に

高
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ

は
小
さ
く
単
施
設
研
究
の
た
め

結
果
の
解
釈
に
は
注
意
が
必
要

で
す
が
、
今
後
の
術
前
免
疫
抑

制
薬
管
理
に
お
い
て
、
新
た
な

指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

別
件
に
は
な
り
ま
す
が
、
当

院
で
二
〇
〇
六
年
に
弘
前
大
学

腎
移
植
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
て

移
植
開
始
し
て
か
ら
二
〇
二
五

年
六
月
で
生
体
、
献
腎
移
植
を

含
め
て
二
百
例
に
達
し
ま
し

た
。
長
期
成
績
に
関
し
て
は
、

国
内
の
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
と
比
較
し
て
も
良
好
な
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
安
全
と
良
好
な
結

果
に
繋
が
る
よ
う
に
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
そ
し
て
臨
床
の
現
場
か

ら
生
ま
れ
る
問
い
を
大
切
に

し
、
患
者
さ
ん
の
予
後
改
善
に

つ
な
が
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

泌
尿
器
科
学
講
座
　
佐
々
木
　
大
　
地

【
受
賞
報
告
】
第
270
回
日
本
泌
尿
器
科
学
会 

東
北
地
方
会

　

こ
の
た
び
、
秋
田
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
第
二
百
七
十
回
日

本
泌
尿
器
科
学
会 

東
北
地
方

会
に
て
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
は
症
例
報
告
「
エ
ン
ホ

ル
ツ
マ
ブ
・
ベ
ド
チ
ン
お
よ
び

ペ
ム
ブ
ロ
リ
ズ
マ
ブ
併
用
療
法

が
奏
功
し
た
転
移
性
膀
胱
癌
の

一
例
」
に
つ
き
発
表
し
ま
し

た
。
一
般
的
に
根
治
切
除
不
能

な
尿
路
上
皮
癌
は
予
後
不
良
で

す
が
、
近
年
免
疫
療
法
お
よ
び

エ
ン
ホ
ル
ツ
マ
ブ
・
ベ
ド
チ
ン

の
登
場
に
よ
り
新
た
な
治
療
選

択
肢
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

エ
ン
ホ
ル
ツ
マ
ブ
・
ベ
ド
チ
ン

（
Ｅ
Ｖ
）
お
よ
び
ペ
ム
ブ
ロ
リ

ズ
マ
ブ
（Pem

bro

）
併
用
療

法
（
Ｅ
Ｖ
Ｐ
）
は
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
で
根
治
切
除
不
能
な

尿
路
上
皮
癌
に
お
い
て
既
存
の

抗
癌
剤
治
療
と
比
較
し
て
有
意

に
予
後
を
改
善
し
有
効
性
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
尿
路
上
皮

癌
に
お
け
る
術
後
補
助
化
学
療

法
の
ニ
ボ
ル
マ
ブ
（N

ivo

）
の

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
よ
り
術

前
化
学
療
法
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
を
施

行
し
た
症
例
、PD

-L1

（Pro-
gram

m
ed death-ligand 1

）

陽
性
の
症
例
で
は
さ
ら
に
予
後

改
善
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
背
景
が
あ
る
中
で
実
際
に
奏

功
し
た
症
例
に
つ
い
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
今
回
の

症
例
報
告
に
な
り
ま
す
。

　

本
症
例
で
は
膀
胱
癌 

cT
3N

0M
0

の
診
断
で
Ｎ
Ａ
Ｃ

と
し
てGem

citabine

（Gem

） 

お
よ
びCisplatin

（Cis

）
を

二
コ
ー
ス
施
行
後
に
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
下
膀
胱
全
摘
除
術
お
よ
び

回
腸
新
膀
胱
造
設
術
施
行
。
術

後
一
年
で
多
発
肺
転
移
・
リ
ン

パ
節
転
移
・
局
所
再
発
を
認
め

Ｅ
Ｖ
Ｐ
開
始
し
四
か
月
で
Ｃ
Ｒ

達
成
。
そ
の
後
末
梢
性
感
覚

ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ーGrade2

が

回
復
せ
ず
Ｅ
Ｖ
投
与
終
了
す
る

も
、Pem

bro

は
二
年
継
続
し

終
了
し
ま
し
た
。
現
在
無
治
療

で
Ｃ
Ｒ
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｖ
Ｐ
が
奏
功
し
た
理
由
と

し
ま
し
て
、
本
症
例
は
Ｎ
Ａ
Ｃ

後
の
膀
胱
全
摘
描
本
に
お
い
て

PD
-L1

陽
性
で
し
た
。
当
科
で

の
先
行
研
究
よ
り
Ｎ
Ａ
Ｃ
施
行

後
の
膀
胱
全
摘
標
本
に
お
け
る

PD
-L1

陽
性
率
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
前
の

T
U

RBT

標
本
と
比
較
し
て
上

昇
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り

ま
す
。
術
後
補
助
化
学
療
法
に

お
け
るN

ivo

の
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
の
サ
ブ
解
析
よ
り
Ｎ

Ａ
Ｃ
施
行
群
お
よ
びPD

-L1

陽

性
群
で
予
後
良
好
で
あ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
Ｎ
Ａ
Ｃ

後
にPD

-L1

陽
性
と
な
っ
た
こ

と
でPem

bro

が
奏
功
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
遺
伝
子
解
析
を
施
行
し
ま

し
た
と
こ
ろ
間
葉
系
マ
ー
カ
ー

（
Ｅ
Ｍ
Ｔ
）
の
上
昇
を
認
め
ま

し
た
。
最
近
の
報
告
で
Ｅ
Ｍ
Ｔ

マ
ー
カ
ー
の
上
昇
は
免
疫
療
法

に
お
け
る
治
療
抵
抗
因
子
と
な

る
可
能
性
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、Pem

bro

の
治
療
抵
抗
性

の
部
分
に
対
し
て
は
Ｅ
Ｖ
が
奏

功
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
発
表
に
際
し
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
泌
尿
器
科
学
講
座

の
畠
山
真
吾
教
授
、
米
山
徹
先

生
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

佐々木大地先生と畠山真吾教授

　

私
は
、
二
〇
二
五
年
二
月
十

五
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で
、
弘

前
大
学
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
は
や
ぶ
さ
カ
レ
ッ
ジ
」
に

選
抜
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の

T
hom

pson Rivers U
niversity

に
短
期
留
学
し
ま
し
た
。
は
や

ぶ
さ
カ
レ
ッ
ジ
は
、
学
生
が
自

身
の
関
心
に
基
づ
い
て
調
査

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
海
外
で
実

地
調
査
を
行
う
実
践
型
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
私
は
「
安

楽
死
と
死
生
観
」
を
テ
ー
マ

に
、
医
療
的
支
援
に
よ
る
死

（M
A

iD

：M
edical A

ssis-
tance in D

ying

）
が
合
法
化

さ
れ
て
い
る
地
域
で
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
ホ
ス
ピ
ス
や
調

剤
薬
局
を
訪
問
し
、
現
場
の
医

療
従
事
者
か
ら
制
度
の
実
際
に

つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま

た
、
州
が
主
催
す
る
市
民
向
け

の
公
開
講
座
に
も
参
加
し
、
終

末
期
ケ
ア
に
対
す
る
社
会
的
な

理
解
や
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
大
学
院
の
講

義
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
医
療
制
度

の
歴
史
的
・
倫
理
的
背
景
を
学

び
、
現
地
の
医
療
体
制
を
多
角

的
に
捉
え
る
視
点
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
人
々
は
、〝
死
〟

と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
率
直

に
向
き
合
っ
て
お
り
、「
ど
う

生
き
、
ど
う
最
期
を
迎
え
る

か
」
を
自
然
に
語
り
合
う
姿
勢

が
印
象
的
で
し
た
。
医
療
者
も

ま
た
、
患
者
の
意
思
を
尊
重

し
、
自
己
決
定
を
支
え
る
体
制

が
社
会
全
体
で
整
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
一
方
で
、
日
本
で
は
日
本

老
年
医
学
会
が
安
楽
死
に
対
し

て
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
お

り
、
文
化
的
に
も
〝
協
調
性
〟

や
〝
家
族
と
の
関
係
性
〟
を
重

視
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
死
を
自
ら
選
ぶ
」
と
い

う
選
択
に
対
す
る
捉
え
方
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
死
を
自
ら
選
ぶ
」
と
い

報告

は
や
ぶ
さ
カ
レ
ッ
ジ
で
カ
ナ
ダ
へ
短
期
留
学

�

─
─
終
末
期
医
療
と
死
生
観
の
違
い
を
学
ん
で

医
学
科
四
年
　
中
　
野
　
皐
　
月

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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こ
の
度
、
二
〇
二
五
年
度

ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
生

と
し
て
採
用
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

心
か
ら
の
感
謝
と
共
に
、
そ
の

喜
び
と
決
意
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学

金
は
、
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
運
営
す
る
民
間
最
大
規

模
の
国
際
奨
学
金
制
度
で
あ

り
、
毎
年
多
く
の
外
国
人
留
学

生
の
学
業
と
研
究
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
の
皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
て

国
際
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
留
学
し
て
か
ら
、
私

は
母
国
で
学
び
得
な
か
っ
た
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
日
本
の
先

生
方
、
友
人
、
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
研
究
と
生
活

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
留
学
生
活
は
必
ず
し
も
順

調
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

経
済
的
負
担
や
研
究
へ
の
不

安
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
に
よ

る
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
、
こ
の
奨
学
金
に
採
用
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
な
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
安
心
し
て
学

業
と
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
奨
学
金
を
通
じ

て
、
日
本
社
会
へ
の
理
解
が
よ

り
深
ま
り
ま
し
た
。
本
財
団
が

開
催
す
る
行
事
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
温
か
さ
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
日
本
社
会
が
異
な
る
文

化
を
尊
重
し
、
共
生
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
奨
学
生
同
士

の
交
流
を
通
じ
て
様
々
な
国
の

留
学
生
と
意
見
を
交
わ
し
、
お

互
い
の
文
化
や
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
で
視
野
が
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
。
日
本
と
い
う
場
で
異

な
る
文
化
が
出
会
い
、
交
わ
り

な
が
ら
互
い
を
理
解
し
合
う
環

境
の
中
で
、
私
は
日
本
社
会
の

包
容
力
と
温
か
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
医
療
の
分
野
に
お
い
て

は
、
中
国
と
日
本
の
医
療
の
違

い
を
深
く
感
じ
る
機
会
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
診
療
技
術
や
治

療
方
法
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ

ん
へ
の
思
い
や
り
の
あ
る
接
し

方
、
医
療
資
源
の
公
平
な
分

　

今
年
の
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健

診
、
い
き
い
き
健
診
を
予
定
通

り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
】（
写

真
参
照
）

　

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
九

日
ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
っ
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
岩
木
地
区
の
住
民
を
対
象

に
実
施
し
て
い
た
岩
木
健
診
で

す
が
、
昨
年
か
ら
〝
岩
木
地
区

の
住
民
を
優
先
し
た
う
え
で
〟

岩
木
地
区
以
外
の
弘
前
市
民
に

も
枠
を
広
げ
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
は
、
岩
木
地
区
以

外
の
弘
前
市
民
枠
が
予
約
開
始

初
日
に
全
て
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
今
年
は
さ
ら
に
百
名

分
、
弘
前
市
民
枠
を
増
や
し
て

千
三
百
名
を
対
象
に
募
集
し
ま

し
た
。
追
加
分
の
枠
は
、
二
日

目
か
ら
の
受
付
時
間
を
十
分
早

め
る
こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
受
付
か
ら
最
終

チ
ェ
ッ
ク
ま
で
五
十
八
ブ
ー
ス

設
営
し
て
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
ほ
ぼ
な
い
状
況
で
し
た
の

で
、
会
場
内
に
設
け
た
休
憩
所

で
数
年
ぶ
り
に
お
に
ぎ
り
を
提

供
し
ま
し
た
。
そ
の
時
間
を
利

用
し
て
、
当
日
の
体
組
成
計
の

結
果
を
、
中
路
先
生
を
は
じ
め

と
し
た
専
門
職
の
皆
様
に
説
明

し
て
も
ら
っ
た
た
め
、
参
加
者

も
満
足
し
て
お
り
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。　

【
い
き
い
き
健
診
】

　

五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
の
六
日
間
に
わ
た
っ
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の

対
象
者
は
平
成
二
十
九
年
に
初

回
参
加
さ
れ
た
皆
様
で
す
。
ご

高
齢
・
衰
弱
を
理
由
に
健
診
会

場
に
来
ら
れ
な
く
な
る
方
が

年
々
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

七
日
間
で
実
施
し
て
い
た
健
診

も
今
年
は
六
日
に
短
縮
し
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

会
場
に
来
ら
れ
た
方
は
皆
様
笑

顔
で
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
健
診
は
、
九
州
大

学
を
拠
点
と
す
る
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

（
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
）

の
「
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を

目
指
し
た
大
規
模
認
知
症
コ

ホ
ー
ト
研
究
」
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
弘
前
市
で

は
平
成
二
十
八
年
と
二
十
九
年

の
二
年
間
で
参
加
者
を
募
集
し

て
お
り
、
各
々
十
年
間
追
跡
予

定
で
し
た
が
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
事

業
（
本
学
以
外
の
他
拠
点
）
は

今
年
度
で
終
了
予
定
と
な
っ
て

う
行
為
に
対
す
る
受
け
止
め
方

は
、
カ
ナ
ダ
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
現
地
で

の
調
査
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
は
多
民
族
・

多
文
化
国
家
で
あ
り
、
州
ご
と

に
法
律
や
医
療
制
度
が
異
な
り

ま
す
。
今
回
の
調
査
は
あ
く
ま

で
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
州
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
カ
ナ
ダ
全
体
を
代
表
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
他
の
地
域
や
国
と
の
比
較
も

視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
学
び
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
私
は

医
療
と
は
単
な
る
治
療
や
延
命

の
手
段
で
は
な
く
、
患
者
一
人

ひ
と
り
の
人
生
観
・
死
生
観
に

深
く
寄
り
添
う
営
み
で
あ
る
と

再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

誰
も
が
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

え
る
医
療
者
を
目
指
し
、
対
話

を
大
切
に
し
た
実
践
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

報告

２
０
２
５
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念

奨
学
生
に
合
格
し
て

大
学
院
三
年
（
産
科
婦
人
科
学
講
座
）　
宋
　
　
　
　
　
双

配
、
そ
し
て
医
師
と
患
者
が
互

い
に
尊
重
し
合
う
姿
勢
が
医
療

に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
私
が
母
国
で
は
な
か
な
か
学

ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
視
点

で
あ
り
、
今
後
の
研
究
と
将
来

の
医
療
実
践
の
中
で
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
奨
学
生
選
考
に
際

し
、
産
科
婦
人
科
の
飯
野
香
理

先
生
に
は
申
請
書
の
修
正
や
面

接
練
習
、
志
望
理
由
の
整
理
に

つ
い
て
親
身
に
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
横
山
良
仁

教
授
に
は
推
薦
状
を
作
成
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
研
究
の

方
向
性
や
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
に

つ
い
て
も
温
か
い
励
ま
し
と
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
学

業
と
研
究
に
励
む
と
と
も
に
、

地
域
で
の
活
動
や
交
流
の
機
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
貢
献

で
き
る
よ
う
成
長
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
は

母
国
と
日
本
の
架
け
橋
と
な

り
、
医
療
・
研
究
の
分
野
で
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
々
へ
の
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
、
歩
み
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

報告

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
診
、
い
き
い
き
健
診
を
終
え
て

先
制
医
療
学
講
座
　
教
授
　
三
　
上
　
達
　
也

お
り
、
次
年
度
以
降
ど
の
よ
う

な
形
で
開
催
す
る
か
弘
前
市
と

も
相
談
し
て
皆
様
に
ご
案
内
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
個
別
相
談
を
含
め
た

結
果
説
明
会
、
来
年
一
月
に
は

市
民
公
開
講
座
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
両
健
診
に
ご
支
援
・

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
来
年
以
降
も
継
続
予
定
で

す
の
で
、
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
108
回 

弘
前
医
学
会
総
会

大
館
市
で
開
催

弘
前
医
学
会
庶
務
幹
事
　
漆
　
舘
　
聡
　
志

（
形
成
外
科
学
講
座
　
教
授
）

　

好
天
の
初
夏
と

な
っ
た
令
和
七
年

六
月
二
十
八
日

に
、
大
館
北
秋
田

医
師
会
と
弘
前
医

学
会
の
共
催
で
第

百
八
回
弘
前
医
学

会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
秋

田
県
大
館
市
の
杉
の
子
プ
ラ
ザ

に
は
六
十
一
名
の
参
加
者
を
お

迎
え
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
長
で
あ
る
大
館
北
秋
田

医
師
会
長
工
藤
透
先
生
の
開
会

の
ご
挨
拶
の
後
、
総
会
が
行
わ

れ
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
収
支
決
算
報
告
、
な
ら
び

に
令
和
七
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
後
、
一
般
演
題
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
座
長
は
野
口
博

生
先
生
、
佐
々
木
隆
幸
先
生
、

橋
本
浩
先
生
、
和
嶋
直
紀
先
生

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
基
礎
研

究
、
臨
床
研
究
、
症
例
報
告
な

ど
計
十
三
題
の
ご
発
表
を
い
た

だ
き
、
い
ず
れ
も
大
変
興
味
深

く
、
学
内
外
の
他
部
門
の
研
究

内
容
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
演
題
終
了
後
、
優
秀
発

表
賞
の
選
考
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
発
表
者
で
も
あ
っ
た
橋
本

先
生
を
除
い
た
座
長
三
名
に
、

青
木
昌
彦
先
生
、
大
德
和
之
先

生
を
加
え
た
五
名
の
先
生
に
審

査
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審

査
委
員
長
の
和
嶋
直
紀
先
生
よ

り
選
考
の
結
果
、
原
裕
太
郎
先

生
（
消
化
器
外
科
学
講
座
）
の

「
食
道
胃
接
合
部
原
発
神
経
内

分
泌
癌
混
在
腫
瘍
は
噴
門
腺
か

漆舘聡志　庶務幹事

石橋恭之　弘前医学会長

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

上段：ホスピス見学の様子　
下段：イエローナイフでの夜
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ら
発
生
し
予
後
を
悪
化
さ
せ
る
」

に
決
定
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
研
究
の
独
自
性
、
今

後
の
発
展
性
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
原
先
生
へ
総
会

長
の
工
藤
透
先
生
よ
り
賞
状
と

副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
優
秀
論
文
賞
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
六
年

度
発
行
の
「
弘
前
医
学
75
巻
」

掲
載
の
原
著
論
文
十
編
を
対
象

と
し
た
選
考
の
結
果
、
池
田
裕

一
先
生
（
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
機
構
）
の

「E
xam

ination of factors 
that lead to the transition of 
com

m
unity-dw

elling older 
adults to a state requiring 
support and care : A

 longi -
tudinal study on factors 
influencing locom

otive 
syndrom

e

」
が
受
賞
さ
れ
た

こ
と
が
弘
前
医
学
編
集
委
員
長

花
田
裕
之
先
生
よ
り
選
考
経
過

と
と
も
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

池
田
先
生
へ
弘
前
医
学
会
会
長

石
橋
恭
之
先
生
よ
り
賞
状
と
副

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
吉
原
秀
一
先
生
を
座

長
に
お
迎
え
し
特
別
講
演
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
秋
田

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医

学
専
攻
病
態
制
御
医
学
系
、
救

急
・
集
中
治
療
医
学
講
座
教
授

中
永
士
師
明
先
生
に
お
願
い
し

「
秋
田
県
の
ク
マ
外
傷
事
情
～

ク
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
メ
デ
ィ

シ
ン
～
」
と
い
う
演
題
名
で
御

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年

熊
外
傷
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、

特
に
被
害
の
多
か
っ
た
秋
田
県

の
現
状
に
つ
い
て
、
熊
の
生
態

や
、
熊
外
傷
の
特
徴
、
治
療
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
御
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ピ
ッ
ク
な

話
題
で
あ
り
、
会
場
か
ら
多
く

の
質
問
が
よ
せ
ら
れ
、
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
美
味
し
い
お
酒
と
お
料

理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
多
く
の

先
生
方
と
親
交
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
館
北
秋
田

医
師
会
の
皆
様
方
に
は
改
め
て

心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

次
回
の
第
百
九
回
総
会
は
、

弘
前
市
医
師
会
長
柿
﨑
良
樹
先

生
を
総
会
長
と
し
て
、
令
和
八

年
六
月
二
十
日
㈯
弘
前
市
の
弘

前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特別講演 講師　中永士師明

第
108
回
弘
前
医
学
会
総
会

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て

消
化
器
外
科
学
講
座
　
助
教
　
原
　
　
　
裕
太
郎

　

第
百
八
回
弘
前
医
学
会
総
会

に
お
い
て
優
秀
発
表
賞
を
頂
い

た
平
成
二
十
七
年
度
卒
業
の
原

裕
太
郎
と
申
し
ま
す
。
私
は
現

在
、
弘
前
大
学
消
化
器
外
科
学

講
座
上
部
消
化
管
グ
ル
ー
プ
で

診
療
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
日
常
臨
床
の
中

で
遭
遇
す
る
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
か
ら
テ
ー
マ
を
決
定

し
基
礎
研
究
で
病
態
解
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
百
八
回
弘
前
医
学
会
総
会
に

お
い
て
「
食
道
胃
接
合
部
原
発

神
経
内
分
泌
癌
混
在
腫
瘍
は
噴

門
腺
か
ら
発
生
し
予
後
を
悪
化

さ
せ
る
」
と
い
う
題
名
で
研
究

の
成
果
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
食
道
胃
接
合
部
腺

癌
は
近
年
増
加
し
て
い
る
疾
患

で
あ
り
、
日
常
診
療
で
も
対
応

す
る
こ
と
が
多

い
疾
患
で
す
。

食
道
胃
接
合
部

腺
癌
の
治
療
に

当
た
る
中
で
、

若
年
発
症
の
食

道
胃
接
合
部
癌

の
予
後
が
悪
い

こ
と
が
気
に
か

か
り
、
そ
の
分

子
病
態
病
理
学

的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
食
道
胃
接
合

部
腺
癌
の
切
除
標
本
を
神
経
内

分
泌
癌
マ
ー
カ
ー
で
染
色
し
た

と
こ
ろ
、
想
像
よ
り
多
く
の
神

経
内
分
泌
癌
成
分
が
若
年
発
症

食
道
胃
接
合
部
腺
癌
に
含
ま
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
神
経
内
分
泌
癌

を
混
在
す
る
食
道
胃
接
合
部
腺

癌
は
断
端
陽
性
お
よ
び
リ
ン
パ

節
転
移
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で

予
後
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と

を
証
明
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
空
間
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ

ト
ー
ム
解
析
を
行
う
こ
と
で
、

神
経
内
分
泌
癌
成
分
混
在
食
道

胃
接
合
部
腺
癌
の
オ
リ
ジ
ン
と

な
る
組
織
が
噴
門
腺
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
マ
ウ
ス
噴
門
腺
を
セ

ル
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
ミ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
遺

伝
子
導
入
す
る
こ
と
で
神
経
内

分
泌
癌
様
に
変
化
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、
若
年
発
症
食
道
胃
接
合
部

腺
癌
に
神
経
内
分
泌
癌
が
多
く

混
在
す
る
こ
と
を
検
討
に
、
新

規
の
治
療
戦
略
を
構
築
し
予
後

改
善
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
研
究
の
指
導
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
袴
田
教
授
を

は
じ
め
と
し
た
指
導
医
の
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
度
弘
前
医
学
会

優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
て

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
　
特
任
助
手
　

池
　
田
　
裕
　
一

　

こ
の
度
は
、
令
和
六
年
度
弘

前
医
学
会
優
秀
論
文
賞
と
い
う

栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
、
心
よ
り

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
選
考
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

受
賞
は
、
ひ
と
え
に
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
指
導
教
員
の
保
健
学

研
究
科
の
対
馬
栄
輝
先
生
、
日

頃
よ
り
支
え
て
く
だ
さ
る
対
馬

ゼ
ミ
の
皆
様
、
さ
ら
に
長
年
に

わ
た
り
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

蓄
積
と
活
用
に
尽
力
さ
れ
て
き

た
中
路
先
生
、
村
下
先
生
を
は

じ
め
、
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
皆

様
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る

と
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
賞
論
文
で
は
、「Exam

-
ination of factors that lead 
to th

e tran
sition

 of 
com

m
unity-dw

elling older 
adults to a state requiring 
support and care : A

 longi -
tudinal study on factors 
influencing locom

otive 
syndrom

e.
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
も
と
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
の
変

化
と
運
動
機
能
、
心
理
的
要

因
、
栄
養
状
態
の
関
連
を
検

討
、
ロ
コ
モ
の
変
化
に
関
連
す

る
因
子
の
変
移
を
多
角
的
に
検

証
し
ま
し
た
。
ロ
コ
モ
は
運
動

器
疾
患
や
障
害
に
伴
っ
て
日
常

生
活
自
立
度
が
低
下
す
る
身
体

状
態
で
あ
り
、
ロ
コ
モ
の
経
年

変
化
に
影
響
す
る
要
因
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
ロ
コ
モ
の
予
防

だ
け
で
は
な
く
改
善
に
向
け
た

対
策
案
を
考
え
る
一
助
と
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
ロ
コ
モ
は
一

年
間
で
一
九
・
一
％
の
人
で
変

化
が
見
ら
れ
、
ロ
コ
モ
に
陥
る

群
は
、
健
常
を
維
持
し
た
群
と

比
較
し
て
、
歩
行
速
度
の
低
下

や
社
会
生
活
や
日
常
の
役
割
・

疼
痛
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
、

社
会
参
加
の
制
限
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ロ
コ
モ
に
陥
る

群
は
、
ロ
コ
モ
が
改
善
し
た
群

と
比
較
し
て
、
栄
養
面
で
特
に

植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量

が
低
く
、
疼
痛
や
活
力
、
社
会

生
活
機
能
の
変
化
に
よ
る
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
意
識
し

た
食
生
活
や
、
疼
痛
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
の
活
動
量

の
維
持
、
さ
ら
に
社
会
参
加
を

通
じ
て
自
身
の
役
割

に
満
足
し
充
実
感
を

保
ち
な
が
ら
社
会
的

機
能
を
維
持
す
る
こ

と
が
、
ロ
コ
モ
の
予

防
・
改
善
に
寄
与
す

る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
層
研
鑽

を
重
ね
、
ロ
コ
モ
の

経
年
変
化
に
影
響
す

る
要
因
の
解
明
と
、
具
体
的
な

予
防
・
改
善
策
の
検
討
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

地
域
の
健
康
お
よ
びW

ell-
being

の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鵬
桜
会
総
会
に
出
席
し
て

鵬
桜
会
　
理
事
　
鳴
　
海
　
　
　
晃

令
和
７
年
度

　

令
和
七
年
五
月
二
十
四
日
、

令
和
七
年
度
の
鵬
桜
会
定
時
総

会
が
文
京
町
の
弘
前
大
学
創
立

50
周
年
記
念
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立

ち
、
柿
﨑
良
樹
常
務
理
事
（
昭

和
五
十
四
年
卒
）
の
司
会
の
も

と
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷

を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
澤

田
美
彦
理
事
長
（
昭
和
五
十
二

年
卒
）
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
議
長
に
は
田
﨑
博
一
先
生

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）
が
選
出

さ
れ
、
八
木
橋
勇
治
監
事
（
昭

和
四
十
八
年
卒
）
か
ら
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
須
藤
武
行

常
務
理
事
（
平
成
四
年
卒
）
か

ら
決
算
報
告
、
庶
務
・
事
業
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
須
藤

武
行
常
務
理
事

が
退
任
さ
れ
、

新
た
に
野
田
康

子
先
生
（
平
成

元
年
卒
）
が
理

事
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
川
克
弘
先

生
（
昭
和
四
十

一
年
卒
）
か
ら

「
卒
業
生
数
に

比
べ
て
入
会
者

数
が
少
な
い
の

は
な
ぜ
か
」「
何

か
対
策
を
実
施

し
て
い
る
の

か
」
と
貴
重
な

ご
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て

澤
田
美
彦
理
事

長
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
に
見
舞
わ

れ
た
状
態
が
引

き
続
い
て
い
る

　

鵬
桜
会
は
昭
和
二
十
七
年
に

弘
前
大
学
医
学
部
同
窓
会
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
鵬
桜
会
の

主
な
活
動
は
、
母
校
で
あ
る
弘

前
大
学
医
学
部
医
学
科
へ
の
支

援
で
す
。
各
講
座
が
主
催
す
る

全
国
規
模
の
学
会
や
国
際
学

会
、
弘
前
医
学
会
へ
の
助
成
、

弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞
者
へ

の
メ
ダ
ル
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

ま
す
。
医
学
部
医
学
科
学
生
へ

の
助
成
と
し
て
は
、
医
学
祭
、

卒
業
生
お
よ
び
新
入
生
歓
迎
諸

行
事
、
各
部
活
動
主
管
の
大

会
、
医
師
国
家
試
験
対
策
委
員

会
な
ど
へ
の
助
成
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。鵬
桜
会
報
の
発
行（
二

年
に
一
回
）
と
、
会
員
名
簿
を

発
行
（
三
年
に
一
回
）
し
て
い

ま
す
。
ま
た
鵬
桜
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://houohkai.

com
/

）
を
開
設
し
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
。

た
め
、
十
分
な
学
生
と
の
交
流

が
で
き
て
い
な
い
。」「（
対
策

と
し
て
）
六
年
生
の
総
合
試
験

終
了
後
と
卒
業
式
に
直
接
出
向

い
て
入
会
の
お
願
い
を
し
て
い

る
。
ま
た
学
友
会
の
学
生
さ
ん

と
の
懇
親
会
も
開
催
し
て
い

る
。
鵬
桜
会
の
活
動
は
会
員
か

ら
の
会
費
で
成
り
立
っ
て
い
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
入
会
数
を

多
く
す
る
よ
う
に
学
生
と
の
交

流
を
深
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
は
最
新

の
鵬
桜
会
報
第
五
十
七
号
を
今

年
度
の
医
学
部
医
学
科
の
新
入

生
全
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
鵬
桜
会
報
を
読
ま
れ
た
新

入
生
の
皆
さ
ん
が
、
鵬
桜
会
に

少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
卒
業

後
に
は
鵬
桜
会
新
会
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

切
に
望
ん
で
い
ま
す
。
鵬
桜
会

の
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
の
活
動
へ
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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令
和
7
年
度

実
験
動
物
慰
霊
式

附
属
動
物
実
験
施
設
長
　
上
　
野
　
伸
　
哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座
　
教
授
）

　

今
年
度
は
実
験
動
物
慰
霊
式

を
六
月
二
十
日
に
執
り
行
い
ま

し
た
。
完
成
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
と
動
物
施
設
と
の

間
の
通
路
を
利
用
し
、
慰
霊
碑

の
前
で
多
く
の
方
々
に
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
し
た
。
猛
暑
の
中

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

慰
霊
式
に
引
き
続
き
、
基
礎

大
講
堂
に
て
記
念
講
演
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
弘

前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
麻

酔
科
学
講
座 

准
教
授 

櫛
方
哲

也
先
生
に
お
願
い
し
、「
臨
床

医
が
基
礎
研
究
を
や
る
理
由
」

の
演
題
に
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
櫛
方
先
生
は
麻
酔
科

医
師
と
し
て
の
臨
床
経
験
に
加

え
、
全
身
麻
酔
薬
の
作
用
機

序
、
特
に
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

作
動
性
神
経
や
覚
醒
維
持
に
関

わ
る
オ
レ
キ
シ
ン
と
の
関
連
に

つ
い
て
長
年
研
究
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
基

礎
研
究
と
臨
床
医
療
が
互
い
に

支
え
合
う
重
要
性
を
、
多
く
の

研
究
成
果
と
と
も
に
わ
か
り
や

す
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学務委員長　富　田　泰　史
（循環器腎臓内科学講座　教授）

弘 前 大 学
成績優秀学生表彰

令和７年度

　

成
績
優
秀
学
生
表
彰
は
、
各

学
部
（
医
学
部
は
医
学
科
、
保

健
学
科
）
の
各
学
年
で
前
年
度

の
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
学
生

を
表
彰
す
る
取
り
組
み
で
、
平

成
二
十
一
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
十
七
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
八
月
七
日
㈭
に
文

京
キ
ャ
ン
パ
ス
・
創
立
50
周
年

記
念
会
館
に
て
「
教
育
に
関
し

て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教

員
・
成
績
優
秀
学
生
」
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
田
眞
作

学
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
表
彰

状
と
副
賞
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
学
長
か
ら
は
祝
辞
と
と

も
に
、
今
後
も
大
い
に
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
旨

の
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

成
績
優
秀
学
生
に
つ
い
て
は

前
年
度
の
履
修
科
目
の
平
均
点

等
を
も
と
に
選
抜
さ
れ
、
医
学

部
医
学
科
か
ら
は
五
名
の
学
生

（
現
在
二
～
六
年
次
）
が
、
大

学
院
医
学
研
究
科
か
ら
は
一
名

の
学
生
（
現
在
の
二
年
次
生
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
諸
君
に
は
こ
の
表
彰
を

励
み
に
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

令和７年度
弘前大学医学部医学科・
大学院医学研究科
成績優秀学生

医学部医学科２年　南　久生怜
医学部医学科３年　山中麻里江
医学部医学科４年　古川陽南子
医学部医学科５年　佐々木清順
医学部医学科６年　下倉　佑太
大学院医学研究科２年　福島　聖菜

令
和
７
年
度　

科
学
研
究
費
補
助
金
採
択
状
況

J-PEA
K
s

採
択
大
学
に

相
応
し
い
採
択
実
績
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

（
全
学
）
研
究
委
員
会
委
員
　
伊
　
東
　
　
　
健

（
分
子
生
体
防
御
学
講
座
　
教
授
）

○令和７年度科研費　申請・内定状況（新規）
部局名 申請件数 採択件数 採択率（％） 交付内定額（千円）

医学研究科 142 33 23.2% 72,410
医学部附属病院 93 14 15.1% 19,060

計 235 47 20.0% 91,470

○令和６年度科研費　申請・内定状況（新規）
部局名 申請件数 採択件数 採択率（％） 交付内定額（千円）

医学研究科 140 27 19.3% 70,850
医学部附属病院 89 7 7.9% 11,520

計 229 34 14.8% 82,370

○令和５－７年度科研費　研究種目別内定状況（新規）

研究種目名 医学研究科 医学部附属病院 合計
R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

基盤研究（Ｓ） 0 0 0
基盤研究（Ａ） 0 0 0
基盤研究（Ｂ） 1 2 2 1 2 2
基盤研究（Ｃ） 17 18 20 9 3 7 26 21 27
学術変革領域研究（B） 2 0 2 0
挑戦的研究（開拓） 1 0 0 1
挑戦的研究（萌芽） 1 1 0 0
若手研究 10 5 9 4 3 6 14 8 15
研究活動スタート支援 1 0 0 1
特別研究促進費 0 0 0
研究成果公開促進費 0 0 0
特別研究員奨励費 0 0 0
奨励研究 1 1 1 1 1 1

合　　計 29 27 33 14 7 14 43 34 47

　

医
学
研
究
科
お
よ
び
附
属
病

院
に
お
け
る
令
和
七
年
度
の
科

学
研
究
費
補
助
金
採
択
状
況
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
新

規
交
付
内
定
額
の
表
と
年
次
推

移
の
グ
ラ
フ
を
ご
確
認
下
さ
い

（
い
ず
れ
の
年
度
も
比
較
の
た

め
に
八
月
一
日
現
在
の
時
点
で

の
途
中
経
過
の
値
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
海
外
連
携

研
究
（
旧 

国
際
共
同
研
究
強

化
（
Ｂ
））
は
集
計
か
ら
除
い

て
い
ま
す
）。
医
学
研
究
科
に

お
け
る
新
規
の
交
付
内
定
学
は

昨
年
度
に
比
べ
百
五
十
万
円
ほ

ど
増
加
し
、
附
属
病
院
で
は
七

百
五
十
万
円
ほ
ど
増
加
し
ま
し

た
。
新
規
の
採
択
率
も
、
医
学

研
究
科
で
は
四
％
ほ
ど
、
附
属

病
院
で
は
七
％
ほ
ど
増
加
し
ま

し
た
の
で
、
全
体
と
し
て
昨
年

度
と
比
較
し
て
い
い
成
績
と
な

り
ま
し
た
。
附
属
病
院
は
昨
年

の
成
績
が
悪
か
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
例
年
の
レ
ベ
ル
に
持

ち
直
し
た
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
来
年
度

に
向
け
て
は
、J-PEA

K
s

に
採

択
さ
れ
て
か
ら
の
初
め
て
の
申

請
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

に
相
応
し
い
数
字
を
あ
げ
た
い

も
の
で
す
。
申
請
書
は
指
導
教

官
が
し
っ
か
り
目
を
と
お
し
、

さ
ら
に
多
く
の
方
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
揉
ま
れ
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
な
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
記
事
が
出
る
頃
に

は
、
す
で
に
令
和
七
年
度
の
科

研
費
申
請
は
終
わ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
不
採
択
の
場
合

に
は
わ
か
っ
た
瞬
間
か
ら
次
年

度
申
請
へ
向
け
て
の
準
備
を
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新規内定額の推移
医学研究科

附属病院（千円）
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参
加
し
た
医
学
科
三
年
次
学
生

に
と
っ
て
、
医
療
と
研
究
の
密

接
な
関
係
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
り
、
後
期
の
研
究
室
研
修

で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
施
設
長
と
し
て
実

験
動
物
に
関
す
る
法
制
度
に
つ

い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
「
動
物
愛
護
法
」
の

も
と
で
動
物
実
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
法
律
は
五
年

ご
と
に
見
直
し
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
直
近
の
改
正
は
二
〇
一

九
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回

の
見
直
し
に
向
け
て
は
、「
動

物
愛
護
法
」
か
ら
「
動
物
福
祉

法
」
へ
の
転
換
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
動
物
の
取

扱
い
を
「
愛
護
」
か
ら
「
福
祉
」

へ
と
重
点
を
移
す
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
従
来

の
３
Ｒ
原
則
（Replacem

ent, 
Reduction, Refinem

ent

）
に

加
え
て
、「
五
つ
の
自
由
」（
飢

え
や
渇
き
か
ら
の
自
由
／
不
快

か
ら
の
自
由
／
痛
み
・
負
傷
・

病
気
か
ら
の
自
由
／
恐
怖
や
抑

圧
か
ら
の
自
由
／
正
常
な
行
動

を
表
現
す
る
自
由
）
が
明
記
さ

れ
、
よ
り
良
い
飼
育
環
境
の
整

備
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
動
物
実
験
に
携
わ
る

者
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
法
規

制
を
遵
守
し
た
う
え
で
動
物
実

験
を
行
う
責
務
が
あ
り
ま
す
。

教
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
動
物
福
祉
に

十
分
配
慮
し
た
動
物
実
験
の
実

施
と
、
動
物
実
験
に
携
わ
る
学

生
へ
の
適
切
な
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
日
は
Ｍ
Ｓ
Ａ
（
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
）
の
話
題
を
「
こ
ぼ

し
」
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
早
く
か
ら
研
究
を
し
て

み
た
い
！
と
い
う
学
生
を
支
援

す
る
取
り
組
み
で
、
配
属
講
座

で
の
研
究
補
助
を
し
な
が
ら
時

給
千
百
円
が
頂
け
る
と
い
う
魅

力
的
な
副
業
（
バ
イ
ト
）
で
す
。

初
年
度
で
あ
っ
た
昨
年
は
学
年

を
限
定
し
て
の
募
集
で
し
た

が
、
今
年
は
研
究
意
識
の
高
い

学
生
を
な
る
べ
く
多
く
採
用
し

よ
う
！
と
い
う
方
針
で
募
集
を

か
け
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
全
学

年
か
ら
三
十
六
人
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
研
究
力
が
落
ち
て

い
る
と
い
わ
れ
る
こ
の
ご
時
世

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
し
た

い
学
生
が
こ
ん
な
に
い
る
の

か
！
と
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
業
に

は
予
算
が
あ
り
、
三
十
六
名
を

千
百
円
で
雇
う
に
は
ち
ょ
っ
と

無
理
が
あ
り
、
応
募
者
の
選
考

を
す
る
か
議
論
に
な
り
ま
し

た
。
我
々
と
し
て
は
研
究
し
た

い
学
生
を
落
と
す
の
は
心
苦
し

い
た
め
、
な
ん
と
か
全
員
を
採

用
で
き
な
い
か
委
員
会
で
協
議

し
、
現
実
的
な
案
と
し
て
①
学

生
の
時
間
数
の
削
減
、
②
配
属

講
座
に
対
す
る
補
助
金
の
削

減
、で
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

幸
い
応
募
し
た
学
生
、
配
属
講

座
と
も
に
こ
の
方
針
を
許
容
し

て
い
た
だ
き
、
実
施
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が

弘
前
大
学
の
研
究
力
の
底
上
げ

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
止

み
ま
せ
ん
。
今
年
応
募
で
き
な

か
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
も
来
年

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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催
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て

青
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を
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催
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消
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器
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助
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消
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二
〇
二
五
年
六
月
二
十
一

日
、
青
森
県
立
青
森
高
等
学
校

第
一
体
育
館
に
お
い
て
、
第
十

六
回
「
外
科
手
術
体
験
セ
ミ

ナ
ー
in
青
森
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
外
科
医

や
医
学
生
と
共
に
手
術
手
技
を

模
擬
体
験
す
る
こ
と
で
医
療
職

へ
の
理
解
を
深
め
、
進
路
選
択

の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
青
森
県
内
の
高

校
生
六
十
四
名
が
参
加
し
、
四

時
間
の
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
県
内
外
医
療
機
関
の
外

科
医
師
三
十
五
名
、
初
期
研
修

医
十
名
に
加
え
、
弘
前
大
学
医

学
科
学
生
十
五
名
が
参
加
し
、

熱
心
に
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
は
術
衣
・
マ
ス
ク
・
手

袋
を
着
用
し
、
手
術
現
場
さ
な

が
ら
の
環
境
で
外
科
手
技
を
体

験
し
ま
し
た
。
石
戸
圭
之
輔
准

教
授
と
阿
部
純
弓
先
生
に
よ
る

地
域
医
療
や
外
科
医
の
役
割
に

関
す
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
で

は
、
眼
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
①
手
術
室
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
電
気
メ
ス
や
自
動
縫
合

器
に
よ
る
切
開
・
吻
合
体
験
）、

②
超
音
波
メ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
生

体
組
織
モ
デ
ル
切
離
と
機
器
原

理
の
学
習
）、③
縫
合
コ
ー
ナ
ー

（
皮
膚
・
腹
壁
モ
デ
ル
を
用
い

た
閉
創
・
閉
腹
手
技
）、
④
鏡

視
下
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
腹

腔
鏡
基
礎
操
作
と
映
像
認
識
の

練
習
）、
⑤
内
視
鏡
外
科
３
Ｄ

手
術
体
験
（
立
体
映
像
に
よ
る

臨
場
感
あ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
の
五
項
目
で
あ
り
、
参
加

者
は
集
中
し
て
取
り
組
み
、
達

成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
事
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
医
師

の
仕
事
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
た
」、「
難
し
か
っ
た

が
、
で
き
た
と
き
の
達
成
感
が

大
き
か
っ
た
」
な
ど
の
回
答
が

あ
り
参
加
し
た
高
校
生
達
の
満

足
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
中
に
は
「
今
回
の
経
験
が

医
学
部
志
望
の
決
定
打
に
な
っ

た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、
本

セ
ミ
ナ
ー
の
反
響
の
大
き
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
も
、
将
来
の
医
療
を
担
う
可

能
性
の
あ
る
高
校
生
と
直
接
触

れ
合
い
、
外
科
の
魅
力
や
地
域

医
療
の
果
た
す
社
会
的
役
割
の

大
き
さ
を
再
確
認
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
青
森
県
、
青
森
県
教

育
委
員
会
、
青
森
医
学
振
興

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
外
科
支
援
機

構
弘
前
な
ら
び
に
関
連
医
療
機

器
企
業
等
に
よ
る
産
官
学
連
携

事
業
と
し
て
二
〇
〇
九
年
に
開

始
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
二
年
を
除

き
、
今
年
で
十
七
年
目
、
十
六

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
県

内
全
て
の
二
次
医
療
圏
で
開
催

し
、
参
加
学
生
は
の
べ
千
人
に

及
び
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
実
際

に
本
学
医
学
部
へ
進
学
し
、
夢

叶
っ
て
地
域
医
療
で
活
躍
す
る

医
師
も
多
く
出
て
き
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
人
材
育

成
の
一
環
と
し
て
、
本
セ
ミ

ナ
ー
は
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て

お
り
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し

て
人
材
育
成
を
通
じ
た
将
来
の

地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

実際の手術機器を用いた手術操作に挑戦する高校生達

学学
生生
だだ
よよ
りり
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し
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弘
前
大
学
に
入
学
し
て
か
ら

早
く
も
三
か
月
が
経
過
し
た
。

こ
の
三
か
月
で
入
学
当
初
に
抱

え
て
い
た
不
安
は
徐
々
に
和
ら

い
で
い
き
、
勉
強
や
部
活
動
な

ど
様
々
な
方
面
で
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

　

勉
強
面
に
つ
い
て
、
ま
ず
感

じ
た
の
は
大
学
で
は
自
由
度
が

か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。

最
初
の
履
修
登
録
で
は
あ
る
程

度
の
条
件
は
あ
り
つ
つ
も
自
分

で
教
養
科
目
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
、
テ
ス
ト
が

な
い
科
目
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
高
校
生
の
と
き
に
比
ベ

て
か
な
り
自
由
度
が
高
く
、
勉

強
以
外
で
も
同
じ
よ
う
に
自
由

度
が
高
い
た
め
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
管
理
し
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
の
が
大
学
生
の
最

初
の
壁
だ
と
感
じ
た
。

　

部
活
動
は
医
学
部
陸
上
部
に

入
部
し
た
。
医
学
部
陸
上
部

は
、
部
活
全
体
の
雰
囲
気
が
と

て
も
よ
く
、
楽
し
み
な
が
ら
部

活
に
打
ち
込
め
て
い
る
。
私
は

高
校
生
の
と
き
に
部
活
動
に
所

属
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
大

会
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
が
一
つ
一
つ
新
鮮
な
体
験
で

あ
る
。
ま
た
、
先
輩
方
が
自
分 

の
練
習
を
こ
な
す
だ
け
で
な
く

後
輩
の
私
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
る
た
め
、
走
る
た

び
に
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る

の
を
感
じ
て
い
る
。
私
の
種
目

は
短
距
離
で
100
ｍ
で
あ
る
の

で
、
や
る
か
ら
に
は
十
秒
台
を

出
し
て
、
大
会
で
た
く
さ
ん
入

賞
し
て
い
き
た
い
。

　

勉
強
や
部
活
動
な
ど
で
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
前
期

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
間
で
特

に
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
人
と

の
繋
が
り
の
重
要
性
だ
。
大
学

生
に
な
る
と
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
さ
ら
に
自
分
の
言
動
に
責

任
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
増
え
る
が
、
二
十
歳
前
後
の

人
間
が
一
人
で
す
べ
て
や
る
の

は
限
界
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
同

学
年
の
仲
間
で
あ
っ
た
り
先
輩

だ
っ
た
り
と
周
り
の
人
を
頼
る

こ
と
は
必
然
的
だ
と
言
え
る
。

後
期
で
は
専
門
科
目
が
難
し
く

な
り
、
こ
の
よ
う
に
他
の
人
を

頼
る
場
面
が
増
え
て
く
る
た

め
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に

し
、
一
年
生
と
い
う
期
間
を
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
。

弘
前
大
学
に
入
学
し
て

弘
前
大
学
に
入
学
し
て
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学
科
一
年
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見
　
一
　
葉

　

弘
前
大
学
の
ポ
ス
タ
ー
『
学

ぶ
街
は
、
暮
ら
す
街
で
も
あ

る
。』
…
私
に
と
っ
て
弘
前
、

そ
し
て
弘
前
大
学
は
ま
さ
に
そ

の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
場
所
で

す
。
地
元
神
奈
川
を
離
れ
、
こ

こ
弘
前
で
始
ま
っ
た
新
生
活
。

何
も
か
も
が
「
初
め
て
」
だ
っ

た
け
れ
ど
弘
前
は
私
を
丸
ご
と

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
背

伸
び
せ
ず
、
肩
ひ
じ
張
ら
ず
、

自
然
体
で
過
ご
せ
る
環
境
。
そ

し
て
「
学
び
た
い
、
や
っ
て
み

た
い
」
を
叶
え
て
く
れ
る
環
境

が
弘
前
大
学
に
は
あ
り
ま
す
。

　

医
学
部
に
入
っ
て
出
会
っ
た

同
級
生
や
先
輩
方
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
て
い
ま
す
が
「
医
師
に
な

り
た
い
」、「
誰
か
の
支
え
に
な

り
た
い
」
と
い
う
共
通
の
目
標

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
志
の

高
さ
に
日
々
良
い
刺
激
を
受
け

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
他
愛

無
い
雑
談
を
楽
し
ん
で
い
た
は

ず
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
ど
ん

な
医
師
に
な
り
た
い
か
」
を
熱

く
語
る
場
と
な
っ
て
い
た
り
、

休
み
の
日
に
、
ま
る
で
遊
び
の

約
束
を
す
る
か
の
よ
う
に
誘
い

合
っ
て
研
修
会
や
講
演
会
に
参

加
し
た
り
。

　

先
日
あ
る
授
業
で
先
生
が

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
見
学
希
望
者
が
い
た
ら
見

ら
れ
る
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
反
応
し
た
学
生

の
一
人
が
早
速
希
望
者
を
募
っ

て
先
生
に
調
整
し
て
い
た
だ

き
、
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
学
生
の
興
味
関

心
、
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
受
け
止
め
て
下
さ
る
先
生

方
、
学
ぶ
機
会
と
場
を
惜
し
み

な
く
提
供
し
て
く
れ
る
学
校
。

そ
し
て
そ
の
機
会
を
存
分
に
生

か
そ
う
と
す
る
学
生
た
ち
。
本

当
に
恵
ま
れ
た
学
び
の
場
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
学
生
生
活
に
は
部
活
動

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
入
部
し
た

水
泳
部
は
、
先
輩
や
他
学
部
の

学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、
私

に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
癒
し

の
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
授
業

前
の
ひ
と
泳
ぎ
で
一
日
を
清
々

し
く
ス
タ
ー
ト
で
き
て
い
ま

す
。
放
課
後
に
は
医
療
系
サ
ー

ク
ル
に
も
参
加
し
、
他
大
学
の

学
生
た
ち
と
意
見
交
換
し
た

り
、
地
域
医
療
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
が
充
実
し
て
い
て
、
地

元
を
離
れ
た
寂
し
さ
を
感
じ
る

暇
も
な
く
あ
っ
と
い
う
間
に
数

か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
弘
前
大

学
医
学
部
の
一
員
と
し
て
、
今

こ
こ
に
い
ら
れ
る
幸
せ
を
日
々

実
感
し
て
い
ま
す
。

学生
だより

　

私
は
入
試
に
合
格
し
医
学
の

道
に
進
む
こ
と
を
許
さ
れ
た
と

き
か
ら
ず
っ
と
、
医
学
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
の
覚
悟
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
医

学
の
根
底
に
苦
し
む
人
や
生
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

人
の
存
在
が
あ
り
、
目
を
そ
ら 医

学
科
二
年
　
木
　
村
　
雪
　
花

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

学生
だより

す
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
か
ら
で

す
。
そ
ん
な
中
、
一
年
次
末
の

プ
レ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

て
教
授
よ
り
「
一
度
ご
遺
体
に

メ
ス
を
入
れ
た
ら
医
師
以
外
の

道
を
選
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
医
師
に

な
る
と
い
う
確
固
た
る
意
志
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
長
年
解
剖

に
接
し
、
た
く
さ
ん
の
学
生
を

見
て
き
た
教
授
の
言
葉
に
重
み

を
感
じ
、
様
々
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
実
習
開
始
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
一
糸
纏
わ

ぬ
人
が
目
の
前
に
横
た
わ
っ
て

い
る
と
い
う
非
日
常
的
な
情
景

に
自
分
は
耐
え
ら
れ
る
の
か
、

耐
え
ら
れ
た
と
し
て
人
に
メ
ス

を
入
れ
解
剖
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
と
て
も
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
ご
遺
体
と
対
面

す
る
ま
で
の
手
順
の
間
ひ
ど
く

緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
実
習
が
始

ま
っ
て
し
ば
ら
く
は
、
誰
か
の

大
切
な
存
在
で
あ
る
ご
遺
体
に

メ
ス
を
入
れ
解
剖
し
て
い
く
こ

と
に
対
す
る
抵
抗
感
が
心
の
大

部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、学
習
を
進
め
る
中
で
徐
々

に
そ
の
割
合
は
減
り
、
篤
志
を

も
っ
て
私
た
ち
に
学
習
の
機
会

を
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
誰
よ
り
も

多
く
の
こ
と
を
学
習
し
て
み
せ

る
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
死

を
迎
え
て
な
お
自
身
の
意
思
を

遂
行
し
て
い
る
先
生
の
姿
は
と

て
も
頼
も
し
く
、
そ
の
決
意
に

恥
じ
な
い
姿
勢
で
学
習
し
た
い

と
改
め
て
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
敬
意
と
覚
悟
を
も
っ
た

班
員
に
恵
ま
れ
、
実
習
期
間
全

体
を
通
し
て
丁
寧
に
根
気
よ
く

剖
出
・
同
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
不
明
な
点

は
す
ぐ
に
そ
の
場
で
質
問
し
て

解
決
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
確
実

に
班
内
で
共
有
し
な
が
ら
学
習

を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
も

で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
ご
献
体

く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
に

学
習
の
成
果
を
お
伝
え
し
た

か
っ
た
。
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け

熱
心
に
取
り
組
み
、
ど
れ
だ
け

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
の
か
、
そ
の
成
果
と
感

動
、
学
べ
る
こ
と
の
悦
び
を
ご

本
人
に
直
接
お
話
し
し
て
、
感

謝
の
気
持
ち
と
敬
意
を
表
し
た

か
っ
た
と
強
く
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
実
際
に
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
生
涯
を
か
け
て
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
医
師
に

な
る
こ
と
で
恩
返
し
を
し
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。
携
わ
る
人
々

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
謙
虚
に

医
学
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

医
学
科
二
年
　
櫻
　
田
　
万
　
葉

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

　

解
剖
学
実
習
を
通
じ
て
、
私

た
ち
は
教
科
書
や
講
義
だ
け
で

は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
、
深
い

学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
教
科
書
に
当
て

は
め
ら
れ
な
い
構
造
も
多
々
存

在
し
、
そ
れ
を
自
分
の
目
で
確

か
め
、手
で
触
れ
て
学
ぶ
中
で
、

改
め
て
人
体
の
構
造
の
精
緻
さ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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医
学
科
二
年
　
結
　
城
　
七
　
海

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
ヒ
ト
の
身

体
を
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
貴
重
な
機
会
を
、
私
た
ち

に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体

の
先
生
、
ご
遺
族
の
皆
様
、
そ

し
て
白
菊
会
を
は
じ
め
実
習
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
解
剖
学

実
習
、
こ
の
実
習
が
始
ま
る

前
、
私
は
楽
し
み
な
気
持
ち
と

不
安
な
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
医
学
部
最
初
の
山
場
と
も

言
わ
れ
る
解
剖
学
実
習
、
は
じ

め
て
の
医
学
部
ら
し
い
実
習
で

と
て
も
楽
し
み
な
反
面
、
本
物

の
ご
遺
体
を
解
剖
す
る
こ
と
に

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
下
田
教
授
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
、「
御
献
体
さ
れ
た

方
は
あ
な
た
の
最
初
の
患
者
で

あ
り
、
先
生
で
も
あ
る
」
と
い

う
言
葉
を
聞
き
、
実
習
か
ら
得

ら
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
吸
収
し

よ
う
と
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し

た
。
日
が
た
ち
実
習
に
も
慣
れ

て
き
た
頃
、
四
肢
や
腰
部
を
離

断
し
た
際
、再
度
教
授
か
ら「
ど

ん
な
姿
に
な
っ
て
も
先
生
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
初
め
の
頃
の
心
意
気
を
保

ち
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

解
剖
を
進
め
て
い
く
う
ち

に
、
様
々
な
破
格
や
手
術
痕
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

ご
遺
体
の
個
性
や
生
活
習
慣
、

亡
く
な
る
ま
で
の
闘
病
過
程
が

医
学
科
二
年
　
稲
　
毛
　
瑛
　
右

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

　

は
じ
め
に
、
ヒ
ト
の
身
体
を

解
剖
す
る
と
い
う
大
変
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、

私
た
ち
の
先
生
た
る
ご
遺
体
、

ご
遺
族
の
皆
様
、
白
菊
会
を
は

じ
め
解
剖
学
実
習
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

下
田
教
授
の
「
ご
遺
体
は
私

た
ち
の
先
生
で
あ
り
、
医
師
と

し
て
対
面
す
る
最
初
の
患
者
さ

ん
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、

実
習
期
間
を
通
じ
て
私
の
心
に

非
常
に
重
く
響
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
ご
遺
体
か
ら
、
教
科
書

の
内
容
を
覚
え
る
だ
け
で
は
知

る
こ
と
の
で
き
な
い
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
想
像
と
異
な
る
構
造
な

ど
に
直
面
し
、
準
備
不
足
、
勉

強
不
足
を
悔
や
む
こ
と
も
何
度

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
丁

寧
に
向
き
合
い
、
仲
間
と
知
恵

を
出
し
合
う
な
か
で
、
私
た
ち

の
先
生
は
必
ず
学
び
を
与
え
、

導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
経
験
か
ら
、
私
た
ち
は
単
に

ヒ
ト
の
生
体
構
造
や
機
能
を
理

解
す
る
と
い
う
こ
と
を
超
え

て
、
仲
間
と
の
協
働
や
想
定
外

の
状
況
に
も
対
応
す
る
た
め
の

地
道
な
準
備
の
重
要
性
、
そ
し

て
真
理
を
見
つ
め
る
た
め
に
粘

り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
を
も
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
遺
体
の
様
々
な
特

徴
に
つ
い
て
原
因
や
理
由
を
考

え
な
が
ら
議
論
す
る
時
間
は
、

ま
さ
に
初
め
て
「
患
者
さ
ん
」

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
経
験
だ
っ
た
と
も
言
え
、
一

人
ひ
と
り
と
真
摯
に
向
き
合

い
、
常
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢

の
実
践
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
黙
祷
の
時

間
に
先
生
の
お
顔
を
思
い
浮
か

べ
、
自
ら
の
姿
勢
を
省
み
る
時

間
は
、
医
師
と
し
て
仕
事
を
す

る
こ
と
へ
の
覚
悟
や
責
任
を
問

い
直
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
で
も

あ
り
ま
し
た
。
直
接
お
話
し
す

る
こ
と
こ
そ
叶
い
ま
せ
ん
が
、

先
生
か
ら
は
実
習
の
期
間
を
通

じ
て
𠮟
咤
激
励
さ
れ
、
同
時
に

将
来
に
向
け
て
背
中
を
押
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
心
持
ち
で
し

医
学
科
五
年
　
岩
　
崎
　
裕
太
郎

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
前
半
を
終
え
て

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
前
半
を
終
え
て

学生
だより

ク
リ
ク
ラ
に
つ
い
て

ク
リ
ク
ラ
に
つ
い
て

　

入
学
し
て
か
ら
、
早
く
も
四

年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
初
は
臨

床
現
場
に
立
つ
自
分
を
ま
だ
想

像
で
き
ず
、
実
習
は
ず
っ
と
先

の
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の

で
、
今
年
三
月
か
ら
臨
床
実
習

が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
日
が
新

た
な
学
び
の
連
続
で
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

実
習
も
折
り
返
し
に
差
し
掛
か

る
中
で
、
い
く
つ
か
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
感
じ
た
の
は
、
座
学
と

臨
床
と
の
乖
離
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
学
び
で
は
、
疾
患
ご
と
の

検
査
・
診
断
・
治
療
を
一
対
一

で
覚
え
、
試
験
に
臨
む
こ
と
が

中
心
で
し
た
。
し
か
し
実
際
の

現
場
で
は
、
患
者
さ
ん
が
複
数

の
病
態
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
一
つ
の
疾
患
だ
け
を
対

象
と
し
た
治
療
で
は
十
分
で
な

い
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
背
景
や
全
身
状
態
を

多
角
的
に
捉
え
、
最
善
の
治
療

を
選
択
す
る
難
し
さ
と
重
要
性

を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
手
技
の
重
要
性
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
心

音
を
聴
い
て
疾
患
を
推
測
す
る

知
識
は
あ
っ
て
も
、
実
際
に
聴

診
器
を
正
し
く
使
い
異
常
音
を

判
断
で
き
な
け
れ
ば
、
診
断
に

す
ら
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
必
要

な
処
置
や
検
査
を
的
確
に
行
う

た
め
に
は
、
知
識
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
実
行
で
き
る
技
術

が
不
可
欠
で
す
。
指
導
医
の
先

生
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
実

際
に
自
分
の
手
で
繰
り
返
し
実

践
し
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
も
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
実
習
中
に
は
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の

場
に
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
、
専
門
的
な
内
容
を

平
易
な
言
葉
で
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
が
、
信
頼
関
係
の
構
築

に
直
結
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
医
師
の
み
な
ら

ず
、
看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
他

職
種
と
の
連
携
も
、
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
土
台
に

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
班
員
の
人
た
ち

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
、
円
滑
に
実
習
を
進
め
る
上

で
必
要
不
可
欠
で
す
。
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
良
い
関
係
作
り
を
心
が
け

た
い
で
す
。

に
驚
き
、
時
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
こ
う
し
た

学
び
を
得
ら
れ
る
の
は
、
医
学

の
発
展
に
ご
自
身
の
体
を
も
っ

て
貢
献
し
よ
う
と
さ
れ
た
方
々

の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
い

う
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
代
の
医
療
技
術
や
知
識
の

多
く
も
ま
た
同
様
で
す
。
人
体

の
構
造
や
病
態
の
理
解
、
手
術

技
術
の
向
上
な
ど
、
そ
の
す
べ

て
の
根
底
に
は
、
献
体
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
医
療
の
進
歩
と
は
、
医

学
生
が
医
師
に
な
ろ
う
と
す

る
、
長
い
努
力
の
過
程
に
協
力

し
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
る
善
意

と
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
心

に
刻
む
必
要
が
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

解
剖
学
実
習
は
、
自
ら
の
原

点
を
思
い
出
す
時
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ

高
揚
感
、
実
習
に
臨
む
緊
張
感

で
充
実
し
な
が
ら
も
、
座
学
、

実
習
、
テ
ス
ト
勉
強
に
追
わ
れ

る
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
忙
し

い
実
習
期
間
中
、
つ
い
目
先
の

テ
ス
ト
に
気
を
取
ら
れ
て
、
医

師
に
な
る
と
い
う
初
志
を
見
失

い
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ご
献
体
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
私
た
ち
に
何
を
望
み
、

何
を
託
さ
れ
た
の
か
を
思
い
、

よ
り
固
く
医
師
に
な
る
決
意
を

し
ま
し
た
。
下
田
教
授
が
「
解

剖
学
実
習
を
経
験
し
た
者
は
医

師
に
な
る
こ
と
し
か
許
さ
れ
な

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
の

重
み
を
、
今
は
心
か
ら
理
解
で

き
ま
す
。
あ
の
言
葉
は
、
単
な

る
気
概
を
求
め
る
も
の
で
は
な

く
、「
故
人
か
ら
の
信
頼
を
受

け
取
る
覚
悟
が
あ
る
か
、
そ
し

て
そ
れ
を
社
会
へ
と
還
元
し
て

い
く
覚
悟
が
あ
る
か
」
と
い
う

問
い
だ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
遺
体
や
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
か
ら
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
胸

に
刻
み
、
医
師
を
目
指
し
て
努

力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
真
摯

新鍛冶町新鍛冶町 血管・炎症医学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （29）
写真コラム （29）

　医学部附属病院正面を出て右に向かうと本町の交差点があ
ります。この交差点から東へ、本町坂を下ると、鍛冶町の通
りがあり、さらに、もう一本先が新鍛冶町の通りです。鍛冶
町界隈は、現在では、いわゆる飲み屋街になっていますが、
鍛冶町は、江戸時代からの町名で、文字通り鍛冶職人が多く
いた職人町でした。鍛冶職人は刀や鎧を作っていましたが、
戦のなかった江戸時代には、次第に農工具の製作にシフトし
ていったとのことです。【写真】は、新鍛冶町にあった鉄工
所の看板です。「剪定　摘果　鋏　製造」とあります。弘前
でリンゴの栽培が始まったのは明治時代ですから、江戸時代
の鍛冶屋から、リンゴ栽培用鋏などを作る鉄工所に変化して
いったのかもしれません。この鉄工所の建物も解体されてし
まい、現在は、鍛冶町界隈が鍛冶職人の町であったことを示
すものは無くなりました。この鉄工所の看板を見ると、「鉄
工所」の「鉄」の字が金偏に「失」ではなく、「矢」になっ
ています。これは、「金を失うという字では縁起が悪いので

わざと「矢」を使っ
ているらしいで
す。「鉄」は新字
体で、旧字体では
「鐵」ですが、「失」
は「うしなう」と
いう意味ではな
く、単に「テツ」
という読みを表す
とのことです。

【写真】新鍛冶町2009

に
学
び
続
け
、
預
け
て
く
だ

さ
っ
た
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

想
像
で
き
、
ご
遺
体
の
人
生
を

実
感
し
ま
し
た
。
医
師
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
、
医
師
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
人
の
人
生
を
預

か
る
こ
と
だ
と
身
に
し
み
て
実

感
し
「
解
剖
を
経
験
し
た
ら
医

師
に
な
る
し
か
な
い
」
と
い
う

下
田
教
授
の
言
葉
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

解
剖
学
実
習
に
お
い
て
、
ご

遺
体
の
先
生
へ
の
敬
意
を
常
に

持
っ
て
実
習
に
臨
ん
で
き
ま
し

た
。
解
剖
を
行
う
際
に
は
、
両

手
を
使
う
、
片
手
で
雑
に
扱
わ

な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
敬
意
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。
将
来
医
師
に
な
っ

て
も
、
患
者
さ
ん
に
は
両
手
で

向
き
合
い
、
寄
り
添
う
こ
と
を

忘
れ
ま
せ
ん
。

　

解
剖
で
観
察
し
た
血
管
や
神

経
、
脳
に
は
様
々
な
破
格
が
あ

り
、
教
科
書
と
異
な
る
箇
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

班
も
す
べ
て
が
教
科
書
通
り
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に

解
剖
を
行
う
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。
私
た
ち
に
様
々
な
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺

体
の
先
生
や
、
下
田
教
授
を
は

じ
め
実
習
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
方
へ
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
か
月
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

た
。

　

こ
の
解
剖
学
実
習
で
の
学
び

を
強
く
心
に
留
め
、
覚
悟
と
責

任
を
持
っ
て
医
師
と
し
て
の
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
こ

そ
が
、
尊
い
志
を
も
っ
て
ご
献

体
い
た
だ
い
た
先
生
、
そ
し
て

そ
の
志
に
同
意
・
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
ご
遺
族
の
思
い
に
報

い
る
た
め
の
責
務
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
先
生
た
る
ご

遺
体
と
向
き
合
う
中
で
感
じ
、

そ
し
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
、
常

に
学
び
続
け
る
姿
勢
を
も
っ
て

真
摯
に
医
学
の
道
を
進
み
続
け

る
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
お

約
束
い
た
し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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医
学
科
五
年
　
八
　
谷
　
瑠
　
奈

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

三
月
か
ら
始
ま
っ
た
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
も
早
い

も
の
で
五
か
月
が
過
ぎ
、
五
年

生
の
夏
休
み
を
迎
え
ま
し
た
。

も
う
ク
リ
ク
ラ
Ⅰ
の
半
分
弱
を

終
え
た
の
だ
と
思
う
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
座
学
で
は
、
疾

患
の
病
態
や
治
療
法
に
つ
い
て

知
識
と
し
て
学
ん
で
い
た
も
の

の
、
臨
床
と
の
結
び
つ
き
が
想

像
で
き
ず
、
学
び
に
対
す
る
実

感
を
持
ち
に
く
い
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ク
リ

ク
ラ
が
始
ま
り
、
実
際
に
患
者

さ
ん
と
接
し
、
診
療
の
流
れ
の

中
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

今
ま
で
点
で
し
か
な
か
っ
た
知

識
が
初
め
て
線
と
し
て
つ
な
が

る
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
時
に

は
、
指
導
医
の
先
生
の
質
問
に

う
ま
く
答
え
ら
れ
ず
、
も
っ
と

勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と

後
悔
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
実
習
を
重
ね
る
ご
と
に
自

分
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
実
感
で
き
、
そ
の
過
程
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
難
し
さ
を
強
く
感

じ
る
の
が
「
人
と
の
接
し
方
」

で
す
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
つ

ら
い
こ
と
を
伝
え
る
場
面
を
見

学
す
る
中
で
、
事
実
を
正
し
く

伝
え
る
こ
と
と
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
か
に
難

し
い
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て

は
、
知
識
や
技
術
だ
け
で
な

く
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
欠
か
せ
な
い
と
実

感
し
て
お
り
、
今
後
の
実
習
の

中
で
少
し
ず
つ
そ
の
力
を
身
に

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
実
臨
床
で
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
の
治
療
が
常

に
最
善
と
は
限
ら
ず
、
患
者
さ

　

今
後
も
生
涯
に
わ
た
り
学
び

続
け
、
患
者
さ
ん
に
思
い
や
り

を
も
っ
て
寄
り
添
え
る
医
師
を

目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
貴
重
な
学
び
の
機
会
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
患
者

様
と
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て

日
々
ご
指
導
く
だ
さ
る
先
生
方

や
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引

き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ん
や
ご
家
族
の
生
活
背
景
や
価

値
観
、
意
思
を
尊
重
し
た
う
え

で
方
針
を
決
め
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
「
人
」
を
相
手
に
す
る
医
療

の
難
し
さ
と
奥
深
さ
を
感
じ
る

と
同
時
に
、
自
分
も
将
来
、
患

者
さ
ん
の
立
場
に
寄
り
添
え
る

医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
方
や
患
者
さ
ん
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
な
ど
、
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
後
半
の

実
習
で
は
さ
ら
な
る
努
力
を
重

ね
て
、
医
学
的
知
識
と
技
術
だ

け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
も
成

長
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

医
学
科
六
年
　
伊
　
藤
　
紳
一
郎

台
湾
・
馬
偕
紀
念
醫
院
で
出
会
っ
た

台
湾
・
馬
偕
紀
念
醫
院
で
出
会
っ
た

医
療
の
姿
と
、
人
と
の
つ
な
が
り

医
療
の
姿
と
、
人
と
の
つ
な
が
り

学生
だより

台台
湾湾
・
馬
偕
醫
學
院
で
の

・
馬
偕
醫
學
院
で
の

臨
床
実
習
を
終
え
て

臨
床
実
習
を
終
え
て

　

こ
の
度
、
三
月
九
日
よ
り
四

週
間
の
間
、
台
湾
の
馬
偕
紀
念

醫
院
で
臨
床
実
習
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
台
湾
で
の

実
習
が
決
ま
っ
た
時
に
は
、
異

国
の
地
で
の
生
活
や
臨
床
実
習

生
と
し
て
医
療
に
参
加
す
る
こ

と
に
、
期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
発

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
言
語
や
文

化
の
異
な
る
環
境
で
ど
れ
だ
け

学
び
吸
収
で
き
る
の
か
、
現
地

の
医
療
風
土
や
価
値
観
の
違

い
、
そ
し
て
学
生
や
先
生
方
と

の
出
会
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
期
待
と
共
に
不
安
も
頭
を

も
た
げ
て
き
ま
し
た
。

　

馬
偕
紀
念
醫
院
で
臨
床
実
習

を
行
う
う
ち
、
そ
の
よ
う
な
心

配
は
杞
憂
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
院
内
で
は
胸
腔

内
科
（
呼
吸
器
内
科
）
と
小
児

科
の
循
環
器
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ

ぞ
れ
二
週
間
ず
つ
臨
床
実
習
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
習
で
は
英
語
で
書
か
れ

た
カ
ル
テ
を
読
ん
で
患
者
の
背

景
や
症
状
を
整
理
し
た
り
、
自

分
な
り
の
診
断
を
つ
け
て
臨
床

推
論
す
る
な
ど
、
自
分
の
考
え

を
素
早
く
ま
と
め
て
英
語
で
表

現
す
る
機
会
が
多
く
、
自
身
の

英
語
力
の
不
十
分
さ
を
痛
感
す

る
と
と
も
に
現
地
の
先
生
や
学

生
の
語
学
力
の
高
さ
に
驚
き
、

と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

日
々
、
実
習
の
中
で
わ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
一
つ
ず
つ
復
習

し
、
次
の
実
習
で
よ
り
多
く
の

こ
と
を
学
び
取
る
べ
く
過
ご
す

中
で
、
四
週
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
期
間
中
、
馬
偕
紀
念
醫
院
の

先
生
方
や
学
生
と
も
多
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、
台
湾
の
文

化
や
医
療
事
情
に
触
れ
る
と
共

に
、
学
生
た
ち
と
は
、
環
境
は

違
え
ど
同
じ
く
医
師
を
志
す
者

と
し
て
学
生
生
活
の
楽
し
さ
や

苦
労
を
共
有
し
合
え
た
の
も
良

い
経
験
で
し
た
。

　

今
回
の
台
湾
で
の
臨
床
実
習

を
通
じ
て
、
知
識
や
技
術
だ
け

で
な
く
、
異
文
化
の
中
で
医
師

と
し
て
大
切
に
す
べ
き
姿
勢

や
、
柔
軟
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
重
要
性
を
実
践
し

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
現
地
学
生
の
何
人
か

は
今
年
の
秋
に
弘
前
大
学
に
学

び
に
来
る
予
定
で
あ
り
、
そ
こ

で
の
再
会
に
向
け
、
医
学
の
専

門
知
識
だ
け
で
な
く
、
弘
前
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
語
学

力
も
さ
ら
に
磨
い
て
い
き
た
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

今
回
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
本

学
の
先
生
方
、
そ
し
て
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
馬
偕
紀
念

醫
院
の
先
生
方
や
学
生
の
皆
さ

ん
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　監修者が書評を書くこと自体恐縮
な 話 な の で す が、 弘 前 大 学 で
ongoingな研究活動の紹介本です
から、あえて内容説明をさせていた
だきます。
　本のタイトルは「寿命革命」。弘
前大学で今行われている短命県返上
を目指したCOI、COI-NEXTの研
究活動（文部科学省の支援）を扱っ
ており、村下公一（COI-NEXT拠
点長）と中路が監修しました。体裁
は20を超すインタビューによるオ
ムニバス方式で、インタビューのな
かには、福田眞作学長をはじめ、三
村申吾前青森県知事、櫻田宏弘前市
長、小宮山宏元東京大学総長も含ま
れます。
　COIとはCenter Of Innovation
の略です。弘前大学COI拠点活動は
2013-2021年度、その後継事業と
言うべきCOI-NEXTは2022年度か
ら最長10年間の取り組みです。こ
れらの活動は、2024年度、文部科
学省による「地域中核・特色ある研
究大学強化促進事業（J-PEAKS）」
の採択につながりました。
　これら一連の大型研究を串刺しに

しているテーマが「寿命革命」です。
青森県は日本一の短命県ですが、弘
前大学は岩木健康増進プロジェクト
を中心とした健康ビッグデータをプ
ラットフォームに産官学民が集結
し、そこに生まれたオープンイノ
ベーションで短命県返上の実現を目
指しています。その過程で企業を巻
き込んだ経済効果が生まれ、社会

（人）のプラットフォームも創生さ
れています。言い換えれば、地域起
こし、地方創生を起こしつつ短命県
返上、県民のウェルビーイングの向
上を目指しているのです。
　「短命県返上なんてそう簡単では
ないさ」、「どうせうまくいかないよ」
という声も聞かれますが、だからこ
そこのような社会全体の本気の取り
組みが求められるのです。
　平均寿命とは、社会力を表す数少
ない最終指標の一つですが、それが
故にその裾野は膨大多岐であり、や
るべきことも多くなります。した
がって本研究事業の全体像の把握は
簡単ではなく、それが本書誕生の所
以でもあります。
　是非ご一読願いたい一冊です。

Vol.1OB・OG 書籍出版物の紹介

著：継田治生　監修：村下公一、中路重之　 ダイヤモンド社

「寿命革命」

書評 中路重之

医
学
科
六
年
　
下
　
倉
　
佑
　
太 

医
療
の
多
様
性
に
触
れ
て

医
療
の
多
様
性
に
触
れ
て

��

││
馬
偕
紀
念
醫
院
で
の
一
か
月

馬
偕
紀
念
醫
院
で
の
一
か
月

　

台
湾
・
馬
偕
紀
念
醫
院
で
の

臨
床
実
習
で
は
、
前
半
二
週
間

を
寮
の
あ
る
淡
水
院
の
心
臓

（
循
環
器
）
内
科
で
、
後
半
二

週
間
を
台
北
院
の
小
児
科
で
、

現
地
の
医
学
生
と
共
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
非
常
に
刺
激
的
で
、
得

る
も
の
の
多
い
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
前
半
の
心
臓
内

科
で
は
、
現
地
の
医
学
生
と
同

じ
チ
ー
ム
で
症
例
を
担
当
し
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
電
子
カ
ル
テ
や
講
義
資

料
が
す
べ
て
英
語
で
統
一
さ
れ

て
お
り
、
英
語
が
医
療
現
場
の

共
通
言
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
実
情
に
、
強
い
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
台
湾
の
医
学

教
育
が
早
期
か
ら
国
際
標
準
を

意
識
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
、
自
身
の
語
学
力

に
対
す
る
課
題
も
痛
感
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
学
生
の
主
体
性
を

重
ん
じ
る
教
育
体
制
に
も
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
個
人
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
用
い
て
カ
ル
テ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

お
り
、
学
生
自
身
が
必
要
な
情

報
を
能
動
的
に
収
集
す
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

環
境
に
身
を
置
く
中
で
、
私
自

身
の
学
び
に
対
す
る
姿
勢
も
、

「
や
っ
て
み
た
い
」
か
ら
「
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
か
」
へ
と
変

化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
後
半
の
小
児
科
実
習
、
特

に
新
生
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
指

導
医
や
教
授
に
よ
る
丁
寧
な
個

別
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
健
常
新
生
児
で
あ
っ

て
も
一
定
期
間
入
院
管
理
さ

れ
、
か
つ
面
会
制
限
が
あ
る
な

ど
日
本
と
の
違
い
に
も
多
く
気

づ
か
さ
れ
、
医
療
の
あ
り
方
が

一
つ
で
は
な
い
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
今
回

の
実
習
で
得
ら
れ
た
視

点
や
学
び
を
、
今
後
の

研
鑽
に
し
っ
か
り
と
活

か
し
て
い
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
実

習
期
間
中
は
現
地
の
学

生
の
皆
さ
ん
が
積
極
的

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

り
、
食
事
に
誘
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
観
光
地

を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
と
、
慣
れ
な
い
環

境
の
な
か
で
心
強
い
支

え
と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で

台
湾
の
文
化
や
日
常
生
活
に
も

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
実
習
を

よ
り
豊
か
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
、
そ
し
て
温
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
っ
た
馬
偕
の
学
生
の
皆

さ
ん
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

李教授と

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

Pediatric Cardiology のスタッフのみなさんと
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若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座
　
助
教
　
齊
　
藤
　
絵
里
奈

　

私
は
神
経
解
剖
・
細
胞
組
織

学
講
座
で
助
教
を
務
め
て
お
り

ま
す
齊
藤
絵
里
奈
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
は
「
若
手
教
員
・

医
師
だ
よ
り
」
へ
の
執
筆
の
機

会
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
当
講
座
に
赴
任
し
て
今

年
で
十
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

担
当
科
目
は
組
織
学
、
組
織
学

実
習
、
神
経
科
学
、
神
経
解
剖

実
習
、
研
究
室
研
修
な
ど
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
教
員
と
し

て
日
々
感
じ
る
の
は
、
学
生
さ

ん
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
多
さ

で
す
。
授
業
の
中
で
寄
せ
ら
れ

る
質
問
や
意
見
は
、
私
自
身
の

視
野
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
し
、

時
に
は
新
し
い
発
見
や
ア
イ
デ

ア
の
種
に
も
な
り
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
が
持
つ
多
様
な
価
値

観
や
発
想
力
に
触
れ
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
も
成
長
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
年
度
よ
り
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
解
剖
実
習
へ
の

参
加
を
開
始
し
ま
し
た
。
指
導

に
お
け
る
技
術
お
よ
び
知
識
の

両
面
に
お
い
て
、
ま
だ
ま
だ
研

鑽
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
お
り
ま
す
が
、
学
生
さ
ん

た
ち
と
共
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
学
ぶ
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
相
互

の
成
長
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
組

織
学
・
神
経
科
学
・
解
剖
学
の

各
分
野
に
関
す
る
知
識
を
、
ミ

ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
統
合
的

か
つ
体
系
的
に
講
義
へ
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
学
生
さ
ん
た
ち

が
授
業
や
実
習
で
得
た
知
識
を

断
片
的
で
は
な
く
、
連
続
性
を

持
っ
た
知
識
と
し
て
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
当
講
座
に
着
任

し
て
以
来
、
リ
ン
パ
管
に
関
す

る
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
リ
ン
パ
管
系
は
血
管
系
と

比
較
し
て
致
死
的
疾
患
と
の
関

連
が
乏
し
い
た
め
長
ら
く
研
究

対
象
と
し
て
は
限
定
的
で
し
た

が
、
近
年
に
な
り
が
ん
の
転
移

機
構
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な

ど
神
経
変
性
疾
患
に
お
け
る
病

態
生
理
へ
の
関
与
が
明
ら
か
と

な
り
、
国
内
外
に
お
い
て
本
分

野
の
研
究
活
動
が
急
速
に
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
私
は
も
と
も

と
魚
類
の
免
疫
系
を
研
究
し
て

い
た
経
緯
か
ら
、
脊
椎
動
物
の

進
化
過
程
に
お
け
る
リ
ン
パ
管

系
の
確
立
に
つ
い
て
、
魚
類
か

ら
哺
乳
類
ま
で
系
統
発
生
学
的

視
点
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
水
棲
か
ら
陸
棲
へ

の
移
行
と
い
う
進
化
上
の
大
き

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

消
化
器
外
科
学
講
座
　
助
教
　
鶴
　
田
　
　
　
覚

　

消
化
器
外
科
学
講
座
の
鶴
田

覚
で
す
。
こ
の
度
は
本
誌
に
寄

稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
賜

り
、大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
二
〇
一
四
年
に
本
学
医
学

部
を
卒
業
し
、
初
期
研
修
を
経

て
消
化
器
外
科
医
と
し
て
歩
み

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
内

外
の
病
院
で
手
術
・
診
療
経
験

を
積
み
、
肝
胆
膵
疾
患
や
消
化

器
癌
な
ど
、
幅
広
い
消
化
器
外

科
手
術
や
基
礎
研
究
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
私

が
消
化
器
外
科
一
年
目
（
卒
後

医
学
科
六
年
　
南
　
家
　
孝
　
彦 

台
湾
・
馬
偕
醫
學
院
で
の
臨
床
実
習
を
終
え
て

台
湾
・
馬
偕
醫
學
院
で
の
臨
床
実
習
を
終
え
て

　

私
は
台
湾
の
馬
偕
記
念
病
院

で
一
か
月
の
臨
床
実
習
に
参
加

し
ま
し
た
。
前
半
二
週
間
は
精

神
科
、
後
半
二
週
間
は
循
環
器

内
科
を
中
心
に
学
び
、
現
地
の

学
生
や
指
導
医
の
先
生
方
と
多

く
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
精
神
科
で
は
、
統
合

失
調
症
や
双
極
性
障
害
、
う
つ

病
な
ど
典
型
的
な
症
例
を
通
じ

て
医
師
と
患
者
の
向
き
合
い
方

を
学
び
ま
し
た
。
電
気
け
い
れ

ん
療
法
の
見
学
や
手
伝
い
な
ど

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ

り
ま
し
た
。
循
環
器
内
科
で

は
、
心
不
全
や
弁
膜
症
、
深
部

静
脈
血
栓
症
な
ど
の
病
棟
管
理

か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｉ
や
冠
動
脈
造
影
の

手
技
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
本
と
台
湾
の
保
険

の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
よ
る
治

療
方
針
の
変
化
な
ど
も
教
え
て

い
た
だ
き
、
世
界
か
ら
見
た
日

本
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
何
よ
り
も
印
象
的
だ
っ

た
の
は
現
地
の
学
生
の
積
極
性

と
温
か
さ
で
す
。
中
国
語
が
分

か
ら
な
い
私
に
対
し
て
、
回
診

を
回
っ
た
際
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
際
に
そ
の
場
で
で
き
る
限

り
英
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
、
ス

ム
ー
ズ
に
実
習
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
助
け
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
学
ぶ
姿
勢
も

非
常
に
積
極
的
で
、
班
員
の
誰

か
が
常
に
指
導
医
に
質
問
を
投

げ
か
け
て
、
沢
山
の
も
の
を
吸

収
し
よ
う
と
す
る
姿
に
は
刺
激

を
受
け
、
自
分
の
学
び
に
対
す

る
姿
勢
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら

留
学
生
と
し
て
き
た
私
の
た
め

に
実
習
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
英
語
に
切
り
替

え
て
く
だ
さ
る
機
会
が
多
く
、

非
常
に
流
暢
な
英
語
に
驚
き
ま

し
た
。
忖
度
せ
ず
に
他
の
学
生

同
様
に
私
に
質
問
し
て
く
だ
さ

る
先
生
方
も
多
く
、
自
分
の
英

語
力
の
拙
さ
を
実
感
す
る
中
で

も
な
ん
と
か
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
た
経
験
は
こ
れ
か
ら

先
の
自
信
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
馬
偕

医
科
大
学
及
び
弘
前
大
学
の
先

生
や
お
手
伝
い
し
て
く
れ
た
学

務
の
方
々
一
同
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
留
学
で

得
ら
れ
た
英
語
力
や
現
地
で
の

経
験
や
出
会
い
を
大
切
に
し
、

よ
り
一
層
医
師
と
し
て
一
人
間

と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
日
々

精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第11回第11回
弘前大学大学院医学研究科弘前大学大学院医学研究科

助手　助手　渡邊　崇人渡邊　崇人
（胸部心臓血管外科学講座）（胸部心臓血管外科学講座）

　医学研究科では、各講座で研究されている40 歳未満の若手
研究者に、現在取り組んでいる研究内容や、研究を志したこ
れまでの経験を自ら紹介いただくことで、他の若手研究者や学
部学生の研究に対する意欲を養うことに加え、紹介した若手
研究者自身のモチベーションを向上させることを目的として、

「研究者紹介動画」を作成・公開する取り組みを始めました。

　第11回目は胸部心臓血管外科学講座の渡邊 崇人（わたなべ 
しゅうと）先生。『心臓弁膜症大動脈弁狭窄症（AS）の原因と
なる大動脈弁石灰化のメカニズム解明とその亢進を抑える薬
物の開発』についてご紹介します。

医学研究科ホームページで
公開中！

紹介動画はこちら　↓

若手研究
者紹介動画若手研究
者紹介動画

医
学
科
六
年
　
森
　
　
　
萌
　
音 

台
湾
・
馬
偕
醫
學
院
で
の
臨
床
実
習
を
終
え
て

台
湾
・
馬
偕
醫
學
院
で
の
臨
床
実
習
を
終
え
て

　

今
年
の
三
月
十
日
か
ら
四
月

四
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
台
湾

の
馬
偕
紀
念
医
院
で
臨
床
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
本
院
は
台
北

に
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
学
生

は
淡
水
に
あ
る
分
院
に
併
設
さ

れ
て
い
る
寮
に
住
み
な
が
ら
、

診
療
科
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
病
院
に
行
っ
て
実
習
し
て
い

ま
す
。
私
は
前
半
を
淡
水
の
一

般
内
科
の
胸
腔
内
科
グ
ル
ー

プ
、
後
半
は
台
北
の
産
婦
人
科

で
実
習
し
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
ど
の
診
療
科
も
朝

が
早
く
、
七
時
半
か
ら
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
で
す
が
、
そ
の
際

に
は
飲
み
物
と
軽
食
が
用
意
さ

れ
て
お
り
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
習
で
は
、
一
緒
に
そ
の

科
を
回
っ
て
い
る
学
生
が
、
英

語
に
訳
し
た
り
処
置
な
ど
に
つ

い
て
解
説
を
付
け
加
え
て
く
れ

た
り
す
る
な
ど
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。
台
湾
で
は

患
者
さ
ん
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

の
会
話
や
業
務
連
絡
は
中
国
語

で
行
わ
れ
ま
す
が
、
医
学
用
語

は
英
語
を
そ
の
ま
ま
使
う
も
の

が
多
く
、
カ
ル
テ
は
す
べ
て
英

語
で
記
載
し
ま
す
。
日
常
的
に

英
語
を
使
う
た
め
自
然
と
医
療

英
語
が
身
に
付
く
環
境
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

の
患
者
さ
ん
の
中
に
は
中
国
語

と
は
全
く
異
な
る
台
湾
語
を
主

に
使
う
方
も
多
く
、
回
診
な
ど

で
は
、
医
師
が
患
者
さ
ん
に
話

し
か
け
る
際
に
台
湾
語
に
切
り

替
え
る
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
は

あ
り
ま
す
が
、
若
い
世
代
で
は

台
湾
語
が
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い

か
、
聞
い
て
わ
か
る
け
ど
話
せ

な
い
と
い
う
人
も
多
く
、
弘
前

で
の
津
軽
弁
の
存
在
に
似
て
い

て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
他
医
学
的
に
面
白
か
っ

た
の
は
、
台
湾
の
カ
ル
テ
の
生

活
歴
に
は
酒
、
た
ば
こ
に

並
ん
で
檳
榔（
ビ
ン
ロ
ウ
）

と
い
う
項
目
が
あ
る
こ

と
、
台
湾
料
理
に
よ
く
用

い
ら
れ
る
パ
ク
チ
ー
の
味

の
好
み
は
遺
伝
子
に
よ
っ

て
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う

論
文
が
あ
る
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
で
す
。

　

昼
休
み
は
現
地
の
学
生

が
近
く
の
お
す
す
め
の
屋
台
を

紹
介
し
て
く
れ
た
り
、
実
習
外

の
時
間
で
観
光
に
連
れ
出
し
て

く
れ
た
り
と
、
台
湾
の
食
や
観

光
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
か
月
間
、
医
学
を
通
し

て
現
地
の
学
生
と
た
く
さ
ん
交

流
で
き
、
日
本
と
の
違
い
や
台

湾
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

な
変
化
が
リ
ン
パ
管
系
に
与
え

る
影
響
に
着
目
し
、
魚
類
や
両

生
類
の
リ
ン
パ
流
路
を
色
素
注

入
法
で
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
両
生
類
で
は
腹
腔
―
腎
臓

系
路
が
余
剰
体
液
の
排
出
に
深

く
関
与
す
る
こ
と
が
分
か
り
、

昨
年
こ
の
成
果
を
学
会
で
発
表

し
学
会
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
ヒ

ト
の
脳
老
廃
物
処
理
シ
ス
テ
ム

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

Glym
phatic system

に
つ
い
て

も
昨
年
よ
り
研
究
を
開
始
し
、

当
講
座
の
強
み
を
生
か
し
た
研

究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
ち
ら
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
も
近
々
ご
報
告
で

き
る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
期
待

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

年
齢
的
に
は
徐
々
に
若
手
と

呼
ば
れ
る
時
期
を
過
ぎ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
研
究
・
教
育
両
面

に
お
い
て
依
然
と
し
て
研
鑽
の

途
上
に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
助
言
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
目
）
の
と
き
に
上
級
医
か

ら
賜
っ
た
印
象
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
、
そ
こ
か
ら
現
在
思
う
こ

と
を
綴
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
あ
る
日
ふ
と
机
の

上
に
一
枚
の
紙
が
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
某
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｍ
の
言
葉
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。『
頑

張
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
か
報
わ

れ
る
。
持
ち
続
け
れ
ば
、
夢
は

叶
う
。
そ
ん
な
の
は
、幻
想
だ
。

た
い
て
い
、
努
力
は
報
わ
れ
な

い
。
た
い
て
い
、
正
義
は
勝
て

や
し
な
い
。
た
い
て
い
、
夢
は

叶
わ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
、
現

実
の
世
の
中
で
は
よ
く
あ
る
こ

と
だ
。
け
れ
ど
、
そ
れ
が
ど
う

し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
そ
こ
か
ら

だ
。
新
し
い
こ
と
を
や
れ
ば
、

必
ず
し
く
じ
る
。
腹
が
立
つ
。

だ
か
ら
、
寝
る
時
間
、
食
う
時

間
を
惜
し
ん
で
、
何
度
で
も
や

る
。
さ
あ
、
昨
日
ま
で
の
自
分

を
超
え
ろ
。』
当
時
の
私
は
、

日
々
の
手
術
修
練
や
勉
強
に
追

わ
れ
な
が
ら
も
、
成
果
を
焦
っ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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て
求
め
て
い
た
時
期
で
し
た
。

こ
の
言
葉
を
目
に
し
た
と
き
、

最
初
は
「
努
力
は
報
わ
れ
な
い
」

と
い
う
厳
し
い
響
き
に
戸
惑
い

ま
し
た
が
、そ
の
先
に
あ
る「
そ

れ
が
ど
う
し
た
」「
ス
タ
ー
ト
は

そ
こ
か
ら
だ
」
に
強
く
心
を
動

か
さ
れ
ま
し
た
。
失
敗
や
挫
折

は
避
け
ら
れ
な
い
現
実
で
す
が
、

今
で
は
そ
れ
を
前
提
に
挑
み
続

け
る
姿
勢
こ
そ
が
、
外
科
医
の

成
長
の
原
動
力
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
消
化
器
外
科
の
や

り
が
い
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。
大
き
な
手
術
を
乗
り

越
え
て
患
者
さ
ん
が
退
院
さ
れ

る
瞬
間
、
そ
の
後
の
生
活
が
回

復
し
て
い
く
過
程
に
立
ち
会
え

る
こ
と
は
、
何
に
も
代
え
が
た

い
喜
び
で
す
。
命
に
直
結
す
る

技
術
の
修
練
を
必
要
と
す
る
領

域
で
あ
り
な
が
ら
、
新
し
い
知

識
や
技
術
を
吸
収
し
続
け
ら
れ

る
環
境
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

私
は
今
で
も
日
々
挑
戦
の
連

続
で
す
が
、
仲
間
と
知
恵
を
出

し
合
い
一
歩
ず
つ
進
む
日
々
は

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
も

し「
挑
戦
し
て
み
た
い
」と
思
っ

た
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
私
た
ち

と
一
緒
に
消
化
器
外
科
の
世
界

へ
飛
び
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
失

敗
も
成
功
も
糧
に
し
な
が
ら
、

昨
日
ま
で
の
自
分
を
超
え
る
喜

び
を
共
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

感
染
生
体
防
御
学
講
座

感
染
生
体
防
御
学
講
座
　
教
授
　
浅
野
　
ク
リ
ス
ナ

　

感
染
生
体
防
御
学
講
座
は
二

〇
〇
六
年
、
細
菌
学
講
座
と
寄

生
虫
学
講
座
が
統
合
さ
れ
、
中

根
明
夫
前
教
授
の
も
と
新
た
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
九

年
よ
り
私
（
浅
野
ク
リ
ス
ナ
）

が
教
授
を
拝
命
し
、
現
在
は
、

二
〇
一
七
年
に
寄
附
講
座
と
し

て
加
わ
っ
た
生
体
高
分
子
健
康

科
学
講
座
（
中
根
明
夫
特
任
教

授
）
と
共
に
、
医
学
分
野
に
お

け
る
教
育
と
基
礎
医
学
研
究
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
微
生
物
学
分

野
で
細
菌
・
真
菌
・
ウ
イ
ル
ス
・

寄
生
虫
に
つ
い
て
の
基
礎
的
知

識
、
感
染
症
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
予
防
法
、
治
療
法
に
至
る

ま
で
、
幅
広
い
テ
ー
マ
を
網
羅

し
て
い
ま
す
。
微
生
物
学
実
習

で
は
、
講
義
内
容
と
連
動
し
た

実
験
を
通
し
た
学
習
内
容
の
定

着
と
、
実
験
手
技
・
研
究
ア
プ

ロ
ー
チ
の
修
得
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
学
ぶ
範
囲
は
広
い
で
す

が
、
臨
床
医
学
の
根
幹
を
支
え

る
基
盤
的
知
識
や
、
将
来
的
な

研
究
へ
の
興
味
を
喚
起
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
設

立
以
来
、
日
和
見
病
原
菌
に
よ

る
感
染
・
病
原
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
抗
す

る
宿
主
の
防
御
機
構
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
従

来
の
感
染
症
研
究
で
は
各
病
原

体
の
病
原
性
を
個
別
に
調
べ
て

き
ま
し
た
が
、
実
際
の
感
染
組

織
で
は
複
数
種
の
微
生
物
が
混

在
し
、
複
雑
な
相
互
作
用
を
通

じ
て
感
染
が
成
立
し
た
り
、
病

原
性
が
増
幅
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
単
一
病
原

体
の
研
究
だ
け
で
は
、
多
菌
性

感
染
症
の
本
質
的
な
解
明
や
実

際
的
な
問
題
解
決
に
は
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
日
和
見
病
原
菌
感

染
に
お
け
る
「
病
原
菌

－

宿
主

間
」、「
病
原
菌
同
士
」
の
相
互

作
用
に
着
目
し
、
と
く
に
細
胞

外
小
胞
が
こ
の
相
互
作
用
の
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
考
え
ら
れ
る

点
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
細
菌
や
宿
主
間
、
ま
た

は
細
菌
同
士
の
間
で
情
報
伝
達

や
機
能
伝
達
を
担
う
細
胞
外
小

胞
の
分
子
お
よ
び
作
用
機
序
を

解
明
し
、
こ
う
し
た
知
見
を
将

来
的
に
感
染
症
の
病
原
性
抑
制

や
ワ
ク
チ
ン
、
ま
た
抗
菌
物
質

を
運
搬
す
る
新
た
な
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
開
発
と
い
っ
た
応
用

の
可
能
性
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

生
体
高
分
子
健
康
科
学
講
座

で
は
、
地
元
企
業
を
含
む
複
数

の
民
間
企
業
と
の
産
学
連
携
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
高
分
子
プ
ロ
テ
オ
グ

リ
カ
ン
に
よ
る
炎
症
抑
制
効
果

や
、
あ
お
も
り
藍
に
含
ま
れ
る

成
分
の
抗
ウ
イ
ル
ス
・
抗
菌
作

用
の
解
明
を
進
め
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
既
に
特
許
申
請
・
取
得

も
行
う
な
ど
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
知
的
財
産
の
創
出
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
講
座
は
、
臨
床
部

門
と
も
密
接
に
連
携
し
、
基
礎

と
臨
床
を
つ
な
ぐ
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、

私
を
含
め
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
お

よ
び
外
国
人
ポ
ス
ド
ク
で
構
成

さ
れ
、
国
際
色
豊
か
な
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

学
院
生
や
学
部
学
生
も
加
わ

り
、
開
か
れ
た
教
育
と
研
究
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
今
後
も
感
染

症
研
究
の
最
先
端
を
切
り
開
く

べ
く
、
教
育
・
研
究
の
両
輪
を

も
っ
て
貢
献
し
て
い
く
所
存
で

す
。 皮

膚
科
学
講
座

皮
膚
科
学
講
座
　
教
授
　
赤
　
坂
　
英
二
郎

　

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
皮
膚
科
学
講
座
は
、
七
十
年

以
上
の
歴
史
を
有
す
る
教
室
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
二
百
名
を
超

え
る
優
れ
た
皮
膚
科
専
門
医
を

青
森
県
内
外
に
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
医
師
二
十
一
名

（
教
員
七
名
、
大
学
院
生
六
名

を
含
む
）、
留
学
生
一
名
で
、

日
々
楽
し
く
診
療
・
研
究
・
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皮
膚
科
で
扱
う
疾
患
は
約
二

千
個
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
専
門
外
来
を
設

け
て
重
点
的
に
診
療
を
行
っ
て

い
る
の
が
、
遺
伝
性
皮
膚
疾

患
、
皮
膚
悪
性
腫
瘍
、
自
己
免

疫
性
水
疱
症
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
、
乾
癬
、
血
管
腫
・
血
管

奇
形
で
す
。
悪
性
腫
瘍
に
関
し

て
は
、
手
術
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
、
分
子
標
的

薬
な
ど
最
先
端
の
治
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
や
乾
癬
の
治
療
は
近

年
急
速
に
進
歩
し
て
お
り
、
以

前
は
難
治
で
あ
っ
た
重
症
の
患

者
さ
ん
も
、
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
剤
、

生
物
学
的
製
剤
な
ど
の
最
新
治

療
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と

で
、
満
足
度
の
高
い
治
療
効
果

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
遺
伝
性
皮
膚
疾
患
の
遺
伝

学
的
検
査
や
血
管
腫
・
血
管
奇

形
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療
も

数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
皮
膚
は
全
身
を
映

す
鏡
」
と
も
言
わ
れ
、
様
々
な

疾
患
の
一
症
状
と
し
て
皮
疹
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、

近
年
は
高
率
に
皮
膚
障
害
を
起

こ
す
薬
剤
も
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
診
療
科
の
先
生
方

と
連
携
し
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
日
々
の
診
療
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

　

研
究
に
つ
い
て
は
大
学
院
生

が
中
心
と
な
り
、
  1）
遺
伝
学
的

検
査
結
果
を
も
と
に
し
た
表
皮

水
疱
症
や
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
な

ど
の
遺
伝
性
皮
膚
疾
患
の
遺
伝

型
表
現
型
相
関
の
解
析
、
  2）

BP230

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
用
い

た
水
疱
性
類
天
疱
瘡
の
発
症
機

序
の
解
明
、
  3）
皮
膚
悪
性
腫
瘍

に
お
け
る
グ
ル
コ
ー
ス
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
タ
ー
と
腫
瘍
の
進
展
や

予
後
の
相
関
の
解
析
、
  4）
岩
木

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
利

用
し
た
皮
膚
バ
リ
ア
機
能
と
皮

膚
細
菌
叢
の
関
係
、
な
ど
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
て

い
ま
す
。
皮
膚
科
学
研
究
の
醍

醐
味
は
、
誰
に
で
も
見
え
る
皮

膚
を
通
し
て
、
誰
も
見
た
こ
と

の
な
い
世
界
を
追
求
す
る
こ
と

で
す
。
日
々
、
患
者
さ
ん
の
皮

膚
を
み
て
い
る
と
本
当
に
不
思

議
な
こ
と
だ
ら
け
で
、
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
サ
イ
エ
ン
ス
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
で
生

じ
た
疑
問
を
自
ら
の
研
究
で
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
を
診
療
に
フ 

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
が

健
康
な
皮
膚
と

と
も
に
、
豊
か

な
人
生
を
歩
む

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
は
、
医

学
生
・
研
修
医
・

専
攻
医
の
教
育

に
注
力
し
、
患

者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
最
善
の

医
療
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、

常
に
新
し
い
知

見
を
探
求
し
て

い
く
こ
と
で
、

教
育
・
診
療
・

研
究
の
三
位
一

体
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
指
導
、

ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】　平成11年3月1日　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　　平成13年4月2日　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　　平成24年4月1日　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

◎寄附のお願い

　青森県の医学・医療の発展を促進するための各事業活動の一層の充実を図って参りた
いので、皆様の格別のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。随時、ご寄附を受
付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金は、確定申告をしていただくことにより税制上の
優遇措置の対象となります。

◎当会への入会のお願い

　当会の事業活動に継続的にご支援・ご協力をいただ
ける方は、ご入会くださるようお願い申し上げます。
　年会費は次のとおりとなっております。

◎ご支援ご協力いただける方のご連絡をお待ちしております。

　　　【問合せ先】　公益社団法人青森医学振興会事務局
　　　　　　　　　TEL・FAX 0172-40-2872
　　　　　　　　　学内内線 6519
　　　　　　　　　E-mail : info@aomori-mpm.jp

会
　
費

会員種別 年会費

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円

10万円

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術

医
学
科
三
年
　
對
　
馬
　
　
　
魁

地
域
医
療
サ
ー
ク
ル
コ
コ
プ
ラ

医
学
科
五
年
　
野
々
山
　
航
　
士

　

弘
前
大
学
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン

柔
術
部
部
長
の
對
馬
魁
で

す
。
昨
年
設
立
さ
れ
た
ば
か

り
の
部
活
で
、
ご
存
知
で
な

い
方
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
？

柔
道
？
と
い
っ
た
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
が
…
実
は

今
世
界
で
波
に
乗
っ
て
い
る

こ
の
競
技
、
ル
ー
ツ
は
弘
前

に
あ
り
ま
す
。
日
本
の
柔
道

が
海
を
渡
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
発

展
し
、
そ
の
後
、
再
び
日
本

へ
逆
輸
入
さ
れ
る
形
で
広

ま
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔

術
。
こ
の
橋
渡
し
を
し
た
人

物
こ
そ
が
、
弘
前
で
生
ま
れ

育
ち
柔
術
を
学
ん
だ
前
田
光
世

で
し
た
。
弘
前
城
下
に
広
が
る

弘
前
公
園
に
は
、
前
田
光
世
氏

の
功
績
を
称
え
る
石
碑
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
地
で
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
を
学
べ
る
の

は
、
き
っ
と
特
別
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

本
部
活
は
顧
問
に
浅
野
ク
リ

ス
ナ
教
授
を
迎
え
、
医
学
部
を

拠
点
と
し
な
が
ら
も
、
他
学
部

の
学
生
や
女
性
部
員
も
所
属
し

て
お
り
、
現
在
の
部
員
数
は
二

十
二
名
。
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
、
そ
し
て
柔
道
や
空
手
な

ど
他
の
武
道
経
験
者
ま
で
、
多

様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
活

気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
日

は
月
二
回
、
隔
週
火
曜
日
。
活

動
場
所
は
弘
前
城
近
く
の
笹
森

記
念
体
育
館
で
、
歴
史
あ
る
城

下
町
の
風
情
を
感
じ
な
が
ら
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

希
望
者
は
追
加
で
個
人
練
習
も

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
成
長
が
可

能
で
す
。
柔
道
着
な
ど
の
特
別

な
道
具
も
不
要
で
、
身
一
つ
で

始
め
ら
れ
ま
す
。
部
の
雰
囲
気

は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
お
り
、

年
齢
や
経
験
の
差
に
関
わ
ら
ず

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
練
習

し
て
い
ま
す
。
技
の
習
得
だ
け

で
な
く
、安
全
面
に
も
配
慮
し
、

怪
我
を
防
ぐ
た
め
の
基
礎
や
受

け
身
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

女
性
部
員
も
安
心
し
て
参
加
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
護

身
術
と
し
て
学
び
た
い
方
に
も

ぴ
っ
た
り
で
す
。
ま
だ
で
き
た

ば
か
り
の
部
で
す
が
、
今
後
は

他
団
体
と
の
練
習
試
合
や
公
式

大
会
へ
の
出
場
を
予
定
し
て
い

ま
す
。「
体
を
動
か
し
て
み
た

い
」「
た
だ
強
く
な
り
た
い
」「
安

全
の
た
め
に
護
身
術
を
身
に
つ

け
た
い
」「
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔

術
っ
て
何
？
変
な
名
前
だ
け
ど

面
白
そ
う
」「
交
友
関
係
を
広

げ
て
み
た
い
」
│
│
そ
ん
な
ふ

う
に
思
っ
た
方
、
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
体

験
に
来
て
く
だ
さ
い
。
経
験
や

体
力
は
問
い
ま
せ
ん
。
き
っ
と

あ
な
た
に
と
っ
て
、
新
し
い
挑

戦
と
出
会
い
の
場
に
な
る
は
ず

で
す
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
五

年
の
野
々
山
航
士
で
す
。
私
が

代
表
を
務
め
る
「
地
域
医
療

サ
ー
ク
ル
コ
コ
プ
ラ
」
は
、
地

域
医
療
を
学
び
、
議
論
し
合
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
の
も
と
、
昨
年
十

二
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
ゲ
ノ
ム
生
化
学
講
座
の
藤

井
穂
高
教
授
と
、
総
合
診
療
部

の
米
田
博
輝
先
生
に
顧
問
と
し

て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
員
は
総
勢
十
五

名
で
、
一
・
二
年
生
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
主
な
活
動

は
、
週
一
回
の
定
例
会
と
月
一

回
の
学
習
会
で
す
。
定
例
会
で

は
、
サ
ー
ク
ル
員
が
関
心
を

持
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
や
自
由
な

テ
ー
マ
を
も
と
に
、
プ
レ
ゼ
ン

や
自
由
な
意
見
交
換
を
し
て
い

ま
す
。
医
師
の
働
き
方
や
地
域

枠
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
議
論
す

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
大
好
き
な

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
話
や
、
日
頃
頑

張
っ
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
話

な
ど
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
時
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

や
卓
球
と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
Ｂ
Ｂ

Ｑ
で
交
流
を
深
め
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
定
例
会
は
毎

週
水
曜
日
十
八
時
か
ら
、
弘
前

大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
学
習
会
で
は
、

県
内
の
先
生
方
や
医
療
従
事
者

の
方
々
を
お
招
き
し
、
講
義
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
四
月
の
学
習
会

で
は
、
米
田
先
生
か
ら
患
者
さ

ん
の
病
状
理
解
に
役
立
つ

disease

とillness

の
考
え
方

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
五
月
の
学
習
会

で
は
、
十
和
田
市
立
中
央
病
院

で
後
期
研
修
医
を
さ
れ
て
い
る

白
戸
蓮
先
生
を
お
招
き
し
、
医

師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
自
己
分

析
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
学
習
会

も
、
低
学
年
の
う
ち
か
ら
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
札
幌
で
開
催

さ
れ
た
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
連
合
学
会
学
術
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
は
、

学
会
発
表
も
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
コ
プ

ラ
の
サ
ー
ク
ル
員
は
、
部
活
動

や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と
並
行
し

て
活
動
し
て
い
る
学
生
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
関
心
や
目
標
に
向
か
っ
て
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
は
、
サ
ー
ク
ル
員
同
士

が
、
今
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ

と
や
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、
将

来
な
り
た
い
医
師
像
や
夢
な

ど
、
普
段
は
話
し
に
く
い
よ
う

な
真
面
目
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

も
、
真
剣
に
意
見
交
換
で
き
る

場
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
コ
コ
プ
ラ
に
興

味
を
お
持
ち
の
方
、
地
域
医
療

に
関
心
の
あ
る
方
、
ど
ん
な
方

で
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

cocopula.hirosaki.univ@
gm

ail.com

人 事 異 動（R7.6.1 ～ R7.8.31）

臨床教授・臨床准教授新規称号付与者（令和７年4月1日付）
称 号 名 氏　　名 所　　　　　属  称号付与期間

臨床准教授 齋藤　新 弘前脳卒中・リハビリテーションセンター　内科部長 2025年6月1日
～2028年5月31日

　

無
事
、
皆
さ
ま
に
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
第
百
十
四
号
を
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

多
く
の
先
生
方
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
猛
暑
の
夏
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
夏
も
例

に
も
れ
ず
大
変
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
学
生
時
代
、
エ
ア
コ

ン
の
な
い
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、

先
輩
か
ら
「
ね
ぷ
た
が
終
わ
れ

ば
涼
し
く
な
る
よ
」
と
言
わ
れ

て
い
た
時
代
も
、
今
は
昔
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
夏

は
終
戦
か
ら
八
十
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
り
、
改
め
て
平
和

な
社
会
に
生
き
る
こ
と
の
尊
さ

を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
弘
前
大
学
医
学

部
の
学
生
や
教
職
員
が
、
地
域

医
療
、研
究
活
動
、教
育
活
動
、

そ
し
て
日
々
の
学
業
や
部
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
姿
を
数
多
く

ご
紹
介
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
通
じ
て
、
日
々
の
努
力

や
小
さ
な
挑
戦
の
積
み
重
ね

が
、
や
が
て
実
り
多
い
成
果
を

生
み
、
そ
の
先
に
弘
前
大
学
全

体
の
成
長
と
い
う
確
か
な
未
来

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
は
、
学
内
外
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
温
か
さ
と
新
た
な
発

見
の
あ
る
情
報
源
で
あ
り
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
号

以
降
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
多
く

の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

診療教授等新規称号付与者（R7.6～ R7.8）
称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間

診療講師 藤田　彩香 リハビリテーション科 令和7年6月1日～令和10年5月31日

⃝附属病院所属
【昇任】

発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R7.8.1 呼吸器内科 ､感染症科 講師 田中　寿志 呼吸器内科学講座　助教

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R7.6.1 整形外科 助教 荒木　亮 弘前総合医療センター

R7.7.1 整形外科 助教 石橋　光 JCHO秋田病院

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R7.8.1 整形外科 助教 太田　聖也 整形外科学講座

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R7.6.30 整形外科 助教 山内　良太 JCHO秋田病院

R7.7.13 脳神経内科 助手 三上　洋平 八戸市立市民病院

⃝医学研究科所属
【配置換】

発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R7.6.1 病理診断学講座 准教授 吉澤　忠司 病理生命科学講座

R7.6.1 病理診断学講座 助教 後藤　慎太郎 病理生命科学講座

R7.8.1 人体病理学・病理診断学（講座名称の変更） 教授 黒瀬　顕 病理診断学講座

R7.8.1 人体病理学・病理診断学（講座名称の変更） 准教授 吉澤　忠司 病理診断学講座

R7.8.1 人体病理学・病理診断学（講座名称の変更） 助教 鎌滝　章央 病理診断学講座

R7.8.1 人体病理学・病理診断学（講座名称の変更） 助教 後藤　慎太郎 病理診断学講座

R7.8.1 整形外科学講座 助教 荒木　亮 附属病院整形外科

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R7.8.31 社会医学講座 特任准教授 吉田　一隆 グローバルWell-being 総合研究所　准教授

R7.8.31 眼科学講座 助手 古川　智美


